
除
く
）

あ
る
。

要
旨
本
目
録
は
、
明
治
二
十
年
代
に
活
躍
し
た
詩
人
・
評
論
家
の
北
村
透
谷
（
一
八
六
八
～
一
八
九
四
）
の
参
考
文
献
目
録
で
、
「
単
行

本
」
「
雑
誌
特
集
号
」
「
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

収
録
期
間
は
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
三
十
年
分
で
、
小
生
作
成
の
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
五
十
一
年
～
平

成
九
年
ｌ
」
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
「
透
谷
と
現
代
別
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
翰
林
書
房
、
平
岨
・
５
）
の
〃
前
に
〃
続
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
を
対
象
と
し
た
透
谷
の
参
考
文
献
目
録
は
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
る
が
（
付
記
参
照
）
、
本
目
録
で
は
、
こ
れ
ら
目
録
に
未
収

載
の
文
献
を
加
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
現
物
を
確
認
し
、
正
確
を
期
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
先
行
目
録
が
省
略
し
た
巻
号
（
月
刊
等
は

除
く
）
や
副
題
を
加
え
、
単
行
本
所
収
の
情
報
を
付
加
し
た
。
い
わ
ば
本
目
録
は
、
先
行
参
考
文
献
目
録
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
べ
き
も
の
で

北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録

小
生
作
成
の
二
つ
の
目
録
を
合
わ
せ
る
と
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
の
戦
後
五
十
二
年
分
の
目
録
（
発
行
年
月
順
）
と
な
る
。

ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
五
十
年
Ｉ

鈴
木
一
正
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一
、
本
目
録
は
、
小
生
作
成
の
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
五
十
一
年
～
平
成
九
年
ｌ
」
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
『
透
谷
と

現
代
創
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
翰
林
書
房
、
平
Ⅲ
・
５
）
の
前
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
の
構
成
は
、
「
１
単
行
本
」
「
２
雑
誌
特
集
号
」
「
３
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
か
ら
成
る
。

一
、
「
１
」
に
は
、
主
要
関
係
論
文
収
載
の
図
書
も
含
め
、
「
２
」
に
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
も
含
め
た
。

一
、
収
録
期
間
は
、
「
１
」
を
除
き
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
三
十
年
分
と
し
た
（
「
明
治
文
学
全
集
羽
』
以
前
）
・

枚
数
の
関
係
で
「
１
」
と
「
２
」
の
内
容
細
目
は
割
愛
し
、
「
３
」
で
は
書
評
を
割
愛
し
た
。

一
、
所
収
書
名
は
、
↓
「
」
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
「
１
」
に
掲
げ
た
も
の
は
、
出
版
者
名
、
発
行
年
月
日
を
省
略
し
た
。

一
、
排
列
は
、
月
単
位
で
発
行
順
に
並
べ
た
。
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載
の

場
合
は
、
そ
の
掲
載
順
と
し
た
。
た
だ
し
、
週
刊
紙
（
誌
）
、
日
刊
紙
は
、
同
月
内
の
後
に
、
月
日
順
に
並
べ
た
。

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
は
、
な
る
べ
く
採

用
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
所
収
書
名
の
副
題
は
省
略
し
た
。
な
お
、
副
題
の
表
記
は
、
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
単
行
本
は
「
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名

の
場
合
は
、
著
者
名
欄
に
Ｉ
で
表
示
し
た
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
注
記
し
た
。

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。

凡
例
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百
田
宗
治
『
鑑
賞
透
谷
詩
選
』
〈
詩
鑑
賞
叢
書
４
〉
（
金
星
堂
、
昭
４
．
２
．
旧
）

阪
本
越
郎
「
北
村
透
谷
」
〈
教
養
文
庫
侭
〉
（
弘
文
堂
書
房
、
昭
賜
・
８
．
空

舟
橋
聖
一
「
北
村
透
谷
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
Ⅳ
．
ｌ
・
旧
）
昭
“
．
Ⅲ
に
日
本
ソ
ノ
書
房
か
ら
復
刊

榊
原
美
文
「
文
学
界
派
明
治
浪
曼
主
義
評
論
」
〈
明
治
文
化
叢
書
〉
（
日
本
評
論
社
、
昭
路
．
９
．
Ⅲ
）

宍
道
達
「
北
村
透
谷
」
（
宝
文
館
、
昭
別
・
６
．
胴
）

増
田
五
良
「
文
学
界
の
こ
ろ
」
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
妬
・
６
．
筋
）

笹
淵
友
一
「
北
村
透
谷
」
（
福
村
書
店
、
昭
路
・
７
．
別
）
平
５
．
１
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
か
ら
復
刻
版

矢
野
峰
人
二
文
学
界
」
と
西
洋
文
学
」
（
門
書
房
、
昭
恥
・
５
．
Ⅷ
）

坂
本
浩
『
北
村
透
谷
ｌ
平
和
と
自
由
・
愛
と
死
ｌ
』
（
至
文
堂
、
昭
詑
．
８
．
別
）

片
岡
良
一
『
日
本
浪
漫
主
義
文
学
研
究
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
詔
・
２
．
Ⅲ
）

笹
淵
友
一
「
文
学
界
と
そ
の
時
代
」
上
（
明
治
書
院
、
昭
剥
．
ｌ
・
旧
）

色
川
大
吉
「
明
治
精
神
史
」
（
黄
河
書
房
、
昭
釣
・
６
．
躯
）
昭
娚
・
６
に
増
補
版
。
昭
別
・
７
に
講
談
社
学
術
文
庫
版

平
岡
敏
夫
「
北
村
透
谷
研
究
」
〈
有
精
堂
選
書
４
〉
（
有
精
堂
出
版
、
昭
蛇
・
６
・
釦
）
昭
師
・
５
に
新
装
版

桶
谷
秀
昭
「
近
代
の
奈
落
」
（
国
文
社
、
昭
娚
・
４
．
脂
）
昭
開
．
ｌ
に
改
訂
版

安
住
誠
悦
「
浪
漫
主
義
文
学
ｌ
「
近
代
」
文
学
の
な
り
た
ち
ｌ
」
（
北
書
房
、
昭
“
・
１
．
旧
）

小
田
切
秀
雄
「
北
村
透
谷
論
』
〈
近
代
文
学
研
究
双
書
〉
（
八
木
書
店
、
昭
妬
・
４
．
別
）
昭
別
・
６
に
増
補
版

１
単
行
本
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関
文
月
「
北
村
透
谷
」
〈
ふ
だ
ん
記
本
弱
〉
（
ふ
だ
ん
記
全
国
グ
ル
ー
プ
、
昭
銘
・
５
．
旧
）
橋
本
義
夫
編

色
川
大
吉
「
新
編
明
治
精
神
史
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
銘
・
岨
・
空

北
川
透
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
』
〈
北
村
透
谷
・
試
論
Ｉ
〉
（
冬
樹
社
、
昭
⑲
・
５
．
妬
）

小
沢
勝
美
「
透
谷
と
秋
山
国
三
郎
附
秋
山
龍
子
句
集
「
安
久
多
草
紙
」
』
（
小
沢
勝
美
、
昭
約
．
７
．
Ⅲ
）

西
田
勝
・
鹿
野
政
直
・
小
田
切
秀
雄
「
透
谷
没
後
八
十
周
年
記
念
講
演
会
講
演
集
」
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
大
正
文

学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
昭
帥
・
５
）

北
川
透
「
内
部
生
命
の
砦
」
〈
北
村
透
谷
・
試
論
Ⅱ
〉
（
冬
樹
社
、
昭
別
・
９
．
妬
）

北
川
透
「
〈
蝶
〉
の
行
方
」
〈
北
村
透
谷
・
試
論
Ⅲ
〉
（
冬
樹
社
、
昭
馳
・
胆
・
加
）

小
沢
勝
美
「
文
学
ｌ
透
谷
と
漱
石
を
中
心
に
ｌ
」
（
法
政
大
学
通
信
教
育
部
、
昭
別
・
３
．
釦
）

（
マ
マ
）

色
川
大
吉
編
「
大
矢
正
夫
自
徐
伝
」
（
大
和
書
房
、
昭
別
・
３
．
型

黒
古
一
夫
「
北
村
透
谷
論
ｌ
天
空
へ
の
渇
望
」
（
冬
樹
社
、
昭
別
・
４
．
週
）

津
田
洋
行
「
透
谷
像
構
想
序
説
〈
伝
統
〉
と
〈
自
然
〉
』
（
笠
間
書
院
、
昭
別
・
５
．
別
）

佐
藤
毅
「
北
村
透
谷
の
世
界
」
〈
浪
漫
研
叢
書
Ⅵ
〉
（
浪
漫
主
義
文
学
研
究
会
、
昭
別
・
９
．
５
）

勝
本
清
一
郎
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」
（
み
す
ず
書
房
、
昭
別
・
Ⅱ
・
咽
）

平
岡
敏
夫
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
〈
有
精
堂
選
書
朋
〉
（
有
精
堂
出
版
、
昭
妬
・
７
．
別
）
昭
師
・
５
に
新
装
版

日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
刊
行
会
編
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
（
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１
．
１
）

岡
林
清
水
「
自
由
民
権
運
動
文
学
の
研
究
」
（
高
知
市
民
図
書
館
、
昭
鳴
・
３
．
至
昭
舩
・
１
に
土
佐
史
談
会
か
ら
増
補
改

訂
版
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桶
谷
秀
昭
「
北
村
透
谷
」
〈
近
代
日
本
詩
人
選
１
〉
（
筑
摩
書
房
、
昭
開
．
ｕ
・
妬
）
平
６
．
皿
に
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版

平
岡
敏
夫
「
北
村
透
谷
研
究
第
一
三
（
有
精
堂
出
版
、
昭
師
・
１
．
別
）

小
沢
勝
美
「
北
村
透
谷
原
像
と
水
脈
』
（
勁
草
書
房
、
昭
師
・
５
．
焔
）

宮
川
政
「
ゲ
オ
ル
ク
・
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
と
北
村
透
谷
」
（
葦
書
房
、
昭
開
・
Ⅲ
・
別
）

槇
林
滉
二
「
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
」
〈
新
鋭
研
究
叢
書
１
〉
（
有
精
堂
出
版
、
昭
開
・
９
．
別
）

高
田
掬
泉
「
北
村
透
谷
物
語
』
（
こ
よ
る
ぎ
社
、
昭
㈹
．
ｌ
）

森
山
重
雄
「
北
村
透
谷
．
エ
ロ
ス
的
水
脈
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
刷
．
５
．
筋
）

橋
詰
静
子
「
透
谷
詩
考
」
（
国
文
社
、
昭
刷
・
Ⅲ
・
垣

と
き
め
ぐ
り
き
た
る

自
由
民
権
の
碑
建
碑
実
行
委
員
会
編
『
時
・
運
・
来
」
〈
「
自
由
民
権
の
碑
ｌ
透
谷
と
美
那
子
出
会
い
の
地
」
建
碑
の
記
録
〉

（
自
由
民
権
の
碑
建
碑
実
行
委
員
会
、
昭
侃
．
Ⅱ
・
３
）

吉
増
剛
造
「
透
谷
ノ
ー
ト
」
〈
小
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
岨
〉
（
小
沢
書
店
、
昭
舵
・
５
．
別
）

上
野
芳
久
「
北
村
透
谷
「
蓬
莱
曲
」
考
』
〈
白
地
叢
書
〉
（
白
地
社
、
昭
聞
・
２
．
別
）

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
編
『
透
谷
と
美
那
子
」
〈
民
権
ブ
ッ
ク
ス
２
〉
（
町
田
市
教
育
委
員
会
、
平
１
．
３
．
釦
）

大
田
正
紀
「
近
代
日
本
文
芸
試
論
ｌ
透
谷
・
藤
村
・
漱
石
・
武
郎
ｌ
』
（
桜
楓
社
、
平
１
．
５
・
空

川
崎
司
「
若
き
明
石
櫻
井
成
明
」
（
弘
隆
社
、
平
１
．
９
．
９
）

岡
村
繁
雄
「
透
谷
の
風
景
八
王
子
川
口
村
「
幻
境
迄
〈
か
た
く
ら
書
店
新
書
銘
〉
（
か
た
く
ら
書
店
、
平
１
．
Ⅱ
・
妬
）

色
川
大
吉
「
自
由
民
権
の
地
下
水
」
〈
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〃
〉
（
岩
波
書
店
、
平
２
．
５
．
妬
）

山
田
博
光
「
北
村
透
谷
と
国
木
田
独
歩
ｌ
比
較
文
学
的
研
究
ｌ
」
（
近
代
文
芸
社
、
平
２
．
Ｅ
・
加
）
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小
沢
勝
美
「
透
谷
と
漱
石
自
由
と
民
権
の
文
学
』
（
双
文
社
出
版
、
平
３
．
６
．
別
）

藪
禎
子
『
透
谷
・
藤
村
・
一
葉
」
〈
新
視
点
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
代
文
学
４
〉
（
明
治
書
院
、
平
３
．
７
．
Ⅲ
）

色
川
大
吉
・
井
上
勝
也
「
北
村
透
谷
を
語
る
／
新
島
襄
を
語
る
』
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ
を
よ
む
〉
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
３
．

ｕ
・
１
）
平
３
．
吃
～
４
．
１
ラ
ジ
オ
放
送
テ
キ
ス
ト

茂
木
宏
『
透
谷
没
後
の
北
村
美
那
の
人
生
」
（
茂
木
宏
、
平
４
．
６
．
Ⅳ
）

関
良
一
『
考
証
と
試
論
二
葉
亭
・
透
谷
」
〈
研
究
選
書
卿
〉
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
４
．
８
．
別
）

岡
部
隆
志
『
北
村
透
谷
の
回
復
ｌ
想
依
と
覚
醒
ｌ
」
（
三
一
書
房
、
平
４
．
胆
・
別
）

平
岡
敏
夫
「
北
村
透
谷
研
究
第
四
」
（
有
精
堂
出
版
、
平
５
．
４
．
９
）

色
川
大
吉
「
北
村
透
谷
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
６
．
４
．
筋
）

桶
谷
秀
昭
・
平
岡
敏
夫
・
佐
藤
泰
正
編
「
透
谷
と
近
代
日
本
」
（
翰
林
書
房
、
平
６
．
５
．
脇
）

永
畑
道
子
「
隻
蝶
ｌ
透
谷
の
自
殺
」
（
藤
原
書
店
、
平
６
．
５
．
賂
）

佐
藤
善
也
「
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
創
造
的
営
為
」
（
翰
林
書
房
、
平
６
．
６
．
岨
）

青
木
透
『
北
村
透
谷
ｌ
彼
方
へ
の
夢
ｌ
』
〈
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
側
〉
（
丸
善
、
平
６
．
７
．
別
）

桑
原
敬
治
「
北
村
透
谷
論
』
（
学
芸
書
林
、
平
６
．
川
・
略
）

と
き
め
ぐ
り
き
た
る

小
田
原
市
立
図
書
館
編
「
土
岐
・
運
・
来
Ｉ
「
北
村
透
谷
没
後
Ⅲ
年
」
展
図
録
」
（
小
田
原
市
立
図
書
館
、
平
６
．
Ⅱ
・
３
）

江
刺
昭
子
「
透
谷
の
妻
石
阪
美
那
子
の
生
涯
」
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
平
７
．
１
・
加
）

平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究
評
伝
』
（
有
精
堂
出
版
、
平
７
．
１
．
筋
）

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
編
「
透
谷
と
多
摩
の
人
び
と
」
〈
民
権
ブ
ッ
ク
ス
７
〉
（
町
田
市
教
育
委
員
会
、
平
７
．
３
．
咽
）
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新
保
帖
司
『
正
統
の
垂
直
線
ｌ
透
谷
・
鑑
三
・
近
代
』
（
構
想
社
、
平
９
．
Ⅱ
・
５
）

小
沢
勝
美
編
『
透
谷
と
多
摩
ｌ
幻
境
・
文
学
研
究
散
歩
ｌ
」
〈
法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ー
〉

（
法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
９
．
Ⅱ
・
釣
）

尾
西
康
充
『
北
村
透
谷
論
ｌ
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流
の
中
で
ｌ
」
（
明
治
書
院
、
平
Ⅲ
・
２
．
邪
）

佐
藤
善
也
『
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
Ⅲ
・
４
・
訓
）

桶
谷
秀
昭
・
平
岡
敏
夫
・
佐
藤
泰
正
編
「
透
谷
と
現
代
別
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
翰
林
書
房
、
平
川
・
５
．
略
）

槇
林
滉
二
編
『
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
大
成
〉
（
国
書
刊
行
会
、
平
岨
・
皿
・
別
）

平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
と
国
木
田
独
歩
ｌ
短
い
生
命
の
輝
き
』
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
明
治
文
学
を
読
む
〉
（
日
本
放
送
出
版
協

デ
・
ぺ
・
ブ
ガ
ー
エ
ワ
「
近
代
日
本
の
先
駆
的
啓
蒙
家
た
ち
ｌ
福
沢
諭
吉
・
植
木
枝
盛
・
徳
富
蘇
峰
・
北
村
透
谷
・
田
岡
嶺
雲

ｌ
』
（
平
和
文
化
、
平
８
．
Ⅲ
・
妬
）
亀
井
博
訳

佐
藤
善
也
「
透
谷
、
繰
山
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
』
（
近
代
文
芸
社
、
平
９
．
７
．
ｍ
）

渡
辺
奨
・
鶴
巻
孝
雄
『
石
阪
昌
孝
と
そ
の
時
代
ｌ
豪
農
民
権
家
の
栄
光
と
悲
惨
の
生
涯
』
（
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
平
９
．

北
村
透
谷
没
後
百
年
祭
実
行
委
員
会
編
「
北
村
透
谷
と
小
田
原
事
情
一
点
の
花
な
か
れ
よ
」
（
夢
工
房
、
平
７
．
５
．
脇
）

渥
美
饒
兒
「
孤
蝶
の
夢
小
説
北
村
透
谷
」
（
作
品
社
、
平
８
．
１
．
妬
）

竹
田
日
出
夫
『
渇
仰
と
復
活
の
挿
画
ｌ
吉
郎
武
郎
透
谷
ｌ
』
（
双
文
社
出
版
、
平
８
．
２
．
空

篠
原
昌
彦
「
人
権
と
福
祉
と
近
代
文
学
ｌ
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
、
有
島
武
郎
の
場
合
ｌ
」
（
生
活
協
同
組
合
道
央
市
民
生
協
、

平
８
．
６
．
旧
）

７
．
町
）
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

３
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文

〈
恥
〉
小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
論
（
「
思
潮
」
第
１
巻
第
１
号
、
昭
別
・
３
）
↓
『
北
村
透
谷
論
」

中
野
重
治
日
本
文
学
史
の
問
題
二
日
本
文
学
の
諸
問
題
」
新
生
社
、
昭
別
・
５
）

鈴
木
治
透
谷
の
思
想
形
態
ｌ
悲
劇
を
書
け
Ｉ
（
「
文
芸
」
第
３
巻
第
６
号
、
昭
別
・
９
）

〈
叩
〉
関
良
一
透
谷
と
自
由
（
「
果
実
」
第
３
号
、
昭
躯
．
ｌ
）

小
田
切
秀
雄
三
人
の
青
年
作
家
ｌ
北
村
透
谷
・
石
川
啄
木
・
小
林
多
喜
二
Ｉ
（
「
光
」
第
３
巻
第
２
号
、
昭
〃

２
雑
誌
特
集
号

北
村
透
谷
記
念
号
（
「
火
山
脈
」
創
刊
号
、
火
山
脈
社
、
昭
路
．
Ⅲ
）

北
村
透
谷
（
「
文
学
」
岩
波
書
店
、
昭
別
・
２
）

北
村
透
谷
記
念
文
集
（
「
幻
境
」
第
１
集
、
多
摩
文
化
団
体
連
合
会
・
地
方
文
化
研
究
会
、
昭
別
・
９
）

特
集
「
北
村
透
谷
の
研
究
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
別
号
、
東
京
堂
、
昭
冊
・
６
）

特
集
透
谷
と
藤
村
ｌ
北
村
透
谷
没
後
七
十
年
を
記
念
し
て
Ｉ
（
「
国
文
学
」
学
燈
社
、
昭
羽
・
６
）

北
村
透
谷
特
集
（
「
可
動
糸
」
第
１
号
、
昭
和
女
子
大
学
文
学
読
書
会
、
昭
妬
・
２
）

特
集
Ⅱ
北
村
透
谷
の
文
学
と
思
想
の
挫
折
（
「
ピ
エ
ロ
タ
」
第
旧
号
、
母
岩
社
、
昭
卿
・
６
）

特
集
Ⅱ
北
村
透
谷
（
「
現
代
詩
手
帖
」
思
潮
社
、
昭
和
・
４
）

会
、
平
Ⅱ
．
Ⅲ
．
ｌ
）
平
Ⅱ
．
Ⅷ
～
皿
・
３
ラ
ジ
オ
放
送
テ
キ
ス
ト

2
…

↓
‐

北
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神
崎
情
北
村
透
谷
略
伝
（
同
右
）

＊
勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
の
生
涯
（
「
伝
記
」
第
１
巻
第
６
、
８
号
、
昭
朗
・
９
、
Ⅱ
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

＊
桜
井
増
雄
北
村
透
谷
〈
百
家
文
苑
録
〉
（
「
新
生
日
本
文
学
」
第
２
巻
第
７
～
９
号
、
第
３
巻
第
１
号
、
昭
朗
・
９
、
Ⅲ
、
ｕ
、

路
・
１
）
↓
『
百
家
文
苑
録
」
全
線
社
、
昭
鳴
・
８

福
田
恒
存
近
代
日
本
文
学
の
系
譜
（
「
作
家
の
態
度
』
中
央
公
論
社
、
昭
朋
・
９
）

〈
明
菜
勝
本
清
一
郎
透
谷
の
文
学
的
立
場
（
「
東
京
民
報
」
昭
路
・
１
．
喝
、
賂
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
」
能
楽
書
林
、
昭
路
・
９
。

「
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

勝
本
清
一
郎
日
本
平
和
主
義
運
動
の
黎
明
（
「
日
本
評
論
」
昭
路
・
２
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
「
近

佐
山
濟
ロ
ー
マ
ン
派
の
序
曲
北
村
透
谷
（
『
日
本
近
代
詩
の
歩
み
」
〈
雄
鶏
新
書
〉
雄
鶏
社
、
昭
路
・
５
）

＊
小
田
切
秀
雄
日
本
反
戦
文
学
史
ｌ
素
描
Ｉ
（
「
ア
カ
ハ
タ
」
昭
路
・
５
・
恥
～
肥
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
の
場
合
ｌ
評
論
と
創
作
と
の
関
係
Ｉ
（
「
人
間
的
理
想
と
文
学
」
く
れ
は
書
房
、
昭
路
・
６
）

小
田
切
秀
雄
厭
世
詩
家
と
女
性
ｌ
北
村
透
谷
に
つ
い
て
Ｉ
（
小
原
元
編
「
青
春
群
像
」
真
善
美
社
、
昭
路
・
５
）
↓
「
北
村
透

瀬
沼
茂
樹
近
代
文
学
に
於
け
る
自
我
の
発
展
（
「
文
学
会
議
」
第
１
輯
、
昭
躯
・
４
）

斎
藤
昌
三
郷
土
詩
人
透
谷
（
小
田
原
国
民
文
学
研
究
会
編
「
透
谷
追
慕
展
覧
会
目
録
附
現
代
文
学
者
資
料
展
」
小
田
原
市
立

谷
論
」

代
文
学
ノ
ー
ト
２
』

村
透
谷
論
」

図
書
館
、
昭
躯
・
５
）
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

〈
Ⅷ
〉
小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
と
内
田
魯
庵
（
「
文
芸
往
来
」
第
３
巻
第
３
号
、
昭
別
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
論
』

勝
本
清
一
郎
透
谷
と
蒙
軒
学
舎
ｌ
透
谷
の
緯
名
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
東
北
文
学
」
昭
別
・
３
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

坂
本
浩
北
村
透
谷
の
浪
曼
主
義
（
「
近
代
日
本
の
文
芸
思
潮
」
中
文
館
書
店
、
昭
別
・
３
）

ナ
カ
ニ
シ
・
ヒ
ロ
シ
北
村
透
谷
（
「
文
学
」
昭
別
・
４
）

家
永
三
郎
北
村
透
谷
に
於
け
る
近
代
市
民
精
神
（
「
人
間
」
昭
別
・
５
）
↓
『
近
代
精
神
と
そ
の
限
界
」
角
川
書
店
、
昭
路
・

皿
。
『
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

猪
野
謙
二
透
谷
か
ら
藤
村
へ
ｌ
文
学
史
的
素
描
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
第
１
輯
、
昭
別
・
７
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
未

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
「
一
種
の
撰
夷
思
想
」
ｌ
明
治
反
戦
文
学
の
端
緒
Ｉ
（
「
文
化
評
論
」
第
９
号
、
昭
路
・
６
）

＊
神
崎
情
島
崎
藤
村
の
「
春
』
（
「
女
性
改
造
」
昭
路
．
７
，
８
）
↓
『
作
家
と
そ
の
モ
デ
ル
」
東
和
社
、
昭
路
・
９

笹
淵
友
一
近
代
浪
漫
主
義
に
於
け
る
基
督
教
の
意
義
ｌ
北
村
透
谷
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
基
督
教
文
化
」
第
刈
号
、
昭
路
．
Ⅲ
）

勝
本
清
一
郎
平
和
の
種
を
蒔
い
た
人
・
北
村
透
谷
（
「
読
売
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」
第
Ⅲ
号
、
昭
路
・
皿
．
Ｂ
）
↓
「
近
代
文
学
ノ

猪
野
謙
二
明
治
文
学
と
平
和
へ
の
意
志
ｌ
平
和
文
学
論
の
た
め
の
覚
え
書
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
別
・
７
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
史

研
究
』
未
来
社
、
昭
羽
・
１

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
（
近
代
文
学
社
編
「
現
代
日
本
文
学
辞
典
』
河
出
書
房
、
昭
別
・
７
）

吉
田
精
一
浪
漫
主
義
精
神
の
系
譜
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
２
号
、
昭
別
・
皿
）

石
丸
久
「
文
学
界
」
運
動
の
性
格
ｌ
特
に
成
立
初
期
、
北
村
透
谷
を
中
心
に
Ｉ
（
同
右
）
↓
『
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研

来
社
、
昭
朗
・
１

１
Ⅱ
Ｉ
’
ト
ー
ワ
ム
』
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〈
別
〉
丸
山
静
封
建

＊
吉
田
精
一
隻
蝶

小
田
切
秀
雄
近

吉
田
精
一
透
谷

太
田
三
郎
「
藩

版
、
昭
刈
・
７

＊
太
田
三
郎
「
女

佐
藤
正
彰
北
村

内
藤
洋
子
北
村
透
谷
〈
文
学
遺
跡
巡
礼
・
日
本
文
学
篇
第
開
回
〉
（
「
学
苑
」
昭
妬
・
７
）

山
北
村
透
谷
略
伝
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
編
「
蓬
莱
曲
透
谷
の
人
と
作
品
」
〈
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
シ

リ
ー
ズ
別
〉
ジ
ー
プ
社
、
昭
路
・
７
）

笹
淵
友
一
風
流
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
第
１
巻
第
１
号
、
昭
路
・
９
）
↓
「
明
治
大
正
文
学
の
分
析
」

勝
本
清
一
郎
解
題
（
勝
本
清
一
郎
編
「
透
谷
全
集
」
第
１
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
妬
・
７
）

宇
野
浩
二
北
村
透
谷
の
本
（
同
右
附
録
）
／
日
夏
歌
之
介
透
谷
の
垢
（
同
右
附
録
）
／
柳
田
泉
透
谷
伝
の
一
節
（
同

右
附
録
）
／
神
崎
清
北
村
美
那
子
覚
書
（
同
右
附
録
）
／
勝
本
清
一
郎
透
谷
の
セ
ミ
コ
ロ
ン
（
同
右
附
録
）
↓
『
近
代
文

右
附
録
）
／
￥

学
ノ
ー
ト
２
」

究
資
料
叢
書
〉

6
…

封
建
主
義
文
学
理
論
の
克
服
ｌ
日
本
の
近
代
の
性
格
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
路
．
ｌ
）

隻
蝶
の
わ
か
れ
〈
近
代
名
詩
鑑
賞
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
路
．
２
，
３
）

近
世
文
学
と
近
代
文
学
ｌ
透
谷
に
よ
る
批
判
と
継
承
と
Ｉ
（
「
学
生
評
論
」
昭
路
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
論
」

透
谷
と
一
葉
〈
教
師
の
た
め
の
文
学
講
座
２
〉
（
「
教
育
復
興
」
第
３
巻
第
２
号
、
昭
路
・
３
）

「
蓬
莱
曲
」
と
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
の
比
較
研
究
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
妬
・
５
）
↓
「
比
較
文
学
」
研
究
社
出

「
女
学
雑
誌
」
研
究
（
「
書
物
展
望
」
第
Ⅳ
巻
第
１
、
２
号
、
第
肥
巻
第
１
号
、
昭
妬
・
５
，
８
、
恥
．
ｌ
）

北
村
透
谷
（
辰
野
隆
編
『
近
代
日
本
の
教
養
人
」
〈
日
夏
歌
之
介
博
士
華
甲
記
念
文
集
〉
実
業
之
日
本
社
、
昭
路
．
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〈
剛
〉

矢
野
禾
積
「
文
学
界
』
と
西
洋
文
学
（
同
志
社
大
学
「
人
文
学
」
第
３
輯
、
昭
妬
・
９
）

山
宮
允
創
成
期
概
観
ｌ
草
創
よ
り
明
治
二
十
八
年
迄
Ｉ
（
山
宮
允
編
『
日
本
現
代
詩
大
系
』
第
１
巻
解
説
、
河
出
書
房
、
昭

路
・
９
）
「
楚
囚
之
詩
」
「
蓬
莱
曲
」
「
透
谷
集
（
抄
）
」
を
収
録

太
田
三
郎
北
村
透
谷
の
研
究
混
沌
期
の
先
駆
者
（
「
図
書
新
聞
」
昭
妬
・
９
．
旧
）

勝
本
清
一
郎
透
谷
全
集
と
藤
村
（
同
右
）
↓
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

勝
本
清
一
郎
解
題
（
勝
本
清
一
郎
編
『
透
谷
全
集
』
第
２
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
妬
．
Ⅲ
）

河
井
酔
茗
透
谷
の
死
（
同
右
附
録
）
／
西
脇
順
三
郎
透
谷
の
芸
術
（
同
右
附
録
）
／
島
崎
静
子
透
谷
全
集
刊
行
に
よ
せ

て
（
同
右
附
録
）
／
平
野
謙
透
谷
と
「
罪
と
罰
」
（
同
右
附
録
）
／
な
か
の
・
し
げ
は
る
二
つ
の
問
題
（
同
右
附
録
）

遠
山
茂
樹
北
村
透
谷
小
論
ｌ
透
谷
全
集
第
一
巻
発
刊
に
よ
せ
て
（
「
歴
史
学
月
報
」
１
、
昭
路
．
Ⅲ
）

森
下
幸
男
北
村
透
谷
の
思
想
（
「
説
林
」
第
２
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
路
・
川
）

吉
田
精
一
近
代
詩
の
草
創
Ｉ
新
体
詩
抄
よ
り
若
菜
集
ま
で
（
『
近
代
詩
」
〈
日
本
文
学
教
養
講
座
第
３
巻
〉
至
文
堂
、
昭
路
・
川
）

勝
本
清
一
郎
「
透
谷
全
集
」
を
編
募
し
な
が
ら
（
「
文
学
」
昭
路
．
Ⅱ
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
』

神
崎
情
北
村
透
谷
の
愛
の
手
紙
（
「
婦
人
文
庫
」
昭
路
・
皿
）

太
田
三
郎
エ
マ
ソ
ン
の
先
験
思
想
と
透
谷
（
「
文
学
」
昭
茄
・
３
）
↓
『
比
較
文
学
』
研
究
社
出
版
、
昭
刈
・
７

瀬
沼
茂
樹
「
文
学
界
」
の
人
々
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
恥
・
３
）

山
田
肇
戯
曲
の
胎
動
（
「
近
代
劇
」
〈
日
本
文
学
教
養
講
座
第
吃
巻
〉
至
文
堂
、
昭
茄
・
３
）

榊
原
美
文
文
学
評
論
（
野
田
寿
雄
ほ
か
「
現
代
日
本
文
学
手
帖
散
文
篇
」
〈
創
元
手
帖
文
庫
〉
創
元
社
、
昭
茄
・
４
）
↓

明
治
書
院
、
昭
妬
・
皿
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〈
Ⅶ
〉
笹
淵
友
一
浪
漫
主
義
文
学
二
近
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
』
〈
基
督
教
文
庫
３
〉
ナ
ッ
メ
社
、
昭
〃
・
１
）

＊
勝
本
清
一
郎
日
本
平
和
運
動
史
の
資
料
（
「
ユ
ネ
ス
コ
通
信
」
昭
〃
・
１
．
旧
～
５
・
巧
）

勝
本
清
一
郎
「
文
学
界
」
と
浪
漫
主
義
（
折
口
信
夫
ほ
か
監
修
「
近
代
の
文
学
前
期
』
〈
日
本
文
学
講
座
Ｖ
〉
、
河
出
書
房
、

正
宗
白
鳥
愛
山
と
透
谷
ｌ
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
ｌ
〈
論
争
回
顧
そ
の
２
〉
（
「
文
学
界
」
昭
恥
・
５
）

猪
野
謙
二
日
本
近
代
文
学
の
生
い
た
ち
（
『
近
代
日
本
の
文
学
』
福
村
書
店
、
昭
茄
・
７
）

寺
田
透
北
村
透
谷
（
筑
摩
書
房
編
集
部
編
「
文
学
の
問
題
」
〈
文
学
講
座
Ｉ
〉
、
筑
摩
書
房
、
昭
茄
・
９
）
↓
『
現
代
日
本
作

家
研
究
』
未
来
社
、
昭
朗
・
５

岩
上
順
一
明
治
二
十
年
代
（
塙
書
房
編
集
部
編
「
文
学
読
本
人
と
文
学
・
現
代
日
本
文
学
篇
」
塙
書
房
、
昭
茄
．
Ⅱ
）

猪
野
謙
二
評
論
（
同
右
）
↓
『
近
代
日
本
文
学
史
研
究
』
未
来
社
、
昭
朗
・
１

太
田
三
郎
雑
誌
「
文
学
界
」
の
誕
生
（
「
学
苑
」
昭
茄
・
皿
）

成
瀬
正
勝
透
谷
と
ア
ー
ノ
ル
ド
（
片
岡
良
一
編
「
近
代
日
本
文
学
講
座
」
第
３
巻
く
思
潮
と
流
派
（
上
）
〉
月
報
、
河
出
書
房
、

『
近
代
日
本
文
学
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
昭
馴
・
６

江
口
彰
次
明
治
の
小
説
ｌ
北
村
透
谷
と
封
建
性
Ｉ
（
中
部
国
文
学
会
編
『
日
本
文
学
の
全
貌
」
愛
知
書
院
、
昭
茄
・
５
）

笹
淵
友
一
「
内
部
生
命
論
」
（
毎
日
新
聞
社
図
書
編
集
部
編
「
日
本
の
名
著
」
〈
毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
毎
日
新
聞
社
、
昭
茄
．

成
瀬
正
勝
「
文
学
界
」

至
文
堂
、
昭
恥
・
５
）

昭
茄
・
皿
）

5
…

を
中
心
と
し
て
（
斎
藤
清
衛
・
成
瀬
正
勝
「
随
筆
・
日
記
・
評
論
』
〈
日
本
文
学
教
養
講
座
第
８
巻
〉

－342－



北村透谷参考文献目録（鈴木）

昭
〃
・
２
）
↓
『
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

安
住
誠
悦
北
村
透
谷
に
お
け
る
「
近
代
」
ｌ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
市
民
社
会
的
自
我
Ｉ
（
「
国
語
国
文
研
究
」

第
５
号
、
昭
〃
・
３
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
」

太
田
三
郎
透
谷
と
バ
イ
ロ
ン
・
エ
マ
ソ
ン
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
”
・
３
）

桑
島
昌
一
漂
泊
時
代
の
藤
村
ｌ
東
北
へ
の
旅
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
〃
・
３
）

小
原
元
北
村
透
谷
（
西
尾
実
・
近
藤
忠
義
編
「
現
代
文
学
総
説
」
Ｉ
〈
明
治
作
家
作
品
研
究
篇
〉
、
学
燈
社
、
昭
〃
・
４
）

蔦
谷
栄
三
北
村
透
谷
に
於
け
る
浪
漫
主
義
（
「
国
語
研
究
」
第
３
輯
、
昭
〃
・
４
）

草
部
典
一
反
戦
文
学
者
透
谷
（
「
新
日
本
文
学
」
昭
〃
・
５
）

遠
山
茂
樹
日
本
近
代
化
と
透
谷
の
国
民
文
学
論
（
「
文
学
」
昭
〃
・
５
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
「
自

由
民
権
と
現
代
」
筑
摩
書
房
、
昭
帥
・
９

橋
浦
兵
一
蓬
莱
曲
ｌ
位
相
と
本
質
Ｉ
（
「
文
芸
研
究
」
第
Ⅲ
集
、
昭
師
・
６
）

永
平
和
雄
北
村
透
谷
ノ
オ
ト
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
銘
号
、
昭
〃
・
８
）

＊
市
川
為
雄
北
村
透
谷
論
（
「
文
学
者
」
第
〃
、
朋
号
、
昭
〃
・
９
，
ｍ
）

瀬
沼
茂
樹
北
村
透
谷
（
遠
山
茂
樹
編
「
日
本
歴
史
講
座
』
第
５
巻
く
近
代
篇
１
〉
、
河
出
書
房
、
昭
〃
・
９
）

片
岡
良
一
解
説
（
日
本
近
代
文
学
研
究
会
編
『
現
代
日
本
小
説
大
系
』
補
巻
、
河
出
書
房
、
昭
町
・
皿
）
「
我
牢
獄
」
「
鬼
心
非

鬼
心
」
「
宿
魂
鏡
」
を
収
録

〈
冊
〉
片
岡
良
一
浪
漫
主
義
の
成
立
ｌ
北
村
透
谷
と
そ
の
周
囲
Ｉ
（
「
日
本
文
芸
作
品
作
家
特
殊
研
究
ｌ
近
代
Ⅲ
ｌ
』
〈
法
政
大
学
通
信

教
育
テ
キ
ス
ト
〉
法
政
大
学
通
信
教
育
部
、
昭
路
・
１
）
↓
「
日
本
浪
漫
主
義
文
学
研
究
』
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原
田
隆
吉
随
筆
・
試
論
、
そ
の
他
散
文
（
同
右
）

〈
別
〉
小
田
切
秀
雄
透
谷
と
近
代
文
学
の
成
立
（
伊
藤
整
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
文
学
」
４
〈
国
民
の
文
学
（
１
）

岩
波
書
店
、
昭
羽
・
１
）
↓
「
北
村
透
谷
論
』

猪
野
謙
二
日
本
の
近
代
化
と
文
学
（
同
右
）

佐
藤
善
也
透
谷
の
初
期
文
学
評
論
に
つ
い
て
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
朗
・
１
）

勝
本
清
一
郎
明
治
の
一

口
北
村
透
谷

関
口
宗
念
・
本
村
勝
夫

洋
々
社
、
昭
邪
・
里

川
合
道
雄
北
村
透
谷
の
書
簡
（
「
読
書
春
秋
」
第
４
巻
第
２
号
、
昭
路
・
２
）

橋
浦
兵
一
透
谷
の
杼
情
詩
を
め
ぐ
っ
て
（
「
文
芸
研
究
」
第
阻
集
、
昭
路
・
２
）

天
野
茂
覚
書
…
…
透
谷
と
啄
木
を
繋
ぐ
も
の
（
西
宮
市
「
教
育
時
報
」
第
２
号
、
昭
路
・
３
）

太
田
三
郎
北
村
透
谷
の
女
性
観
（
「
学
苑
」
昭
路
・
３
）

勝
本
清
一
郎
日
本
最
初
の
平
和
運
動
詩
（
「
一
三
－
エ
ィ
ジ
」
第
５
巻
第
６
号
、
昭
路
・
６
）
↓
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

安
住
誠
悦
近
代
的
自
我
の
系
譜
ｌ
内
海
文
三
か
ら
柳
田
素
雄
へ
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
路
・
８
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
」

関
良
一
「
蓬
莱
曲
』
と
「
琵
琶
法
師
」
（
「
国
語
」
第
２
巻
第
２
．
３
．
４
号
、
昭
羽
・
９
）

小
田
切
秀
雄
日
本
反
戦
文
学
の
伝
統
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
邪
・
９
．
７
）

石
丸
久
浪
漫
主
義
文
学
思
潮
ｌ
「
文
学
界
」
か
ら
「
明
星
」
へ
Ｉ
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
Ⅱ
号
、
昭
路
・
川
）

勝
本
清
一
郎
明
治
の
宣
教
師
問
題
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
路
・
岨
・
旧
朝
刊
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

口
北
村
透
谷
（
中
島
健
蔵
編
「
現
代
日
本
文
学
事
典
』
〈
市
民
文
庫
〉
河
出
書
房
、
昭
肥
．
Ⅱ
）

関
口
宗
念
・
本
村
勝
夫
新
体
詩
の
成
立
と
そ
の
展
開
（
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
『
明
治
文
化
史
」
第
７
巻
く
文
芸
編
〉
、

近
代
篇
（
１
）
〉
、
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勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
〈
近
代
日
本
の
ア
ル
バ
ム
黎
明
期
に
立
っ
た
人
〉
（
「
図
書
新
聞
」
昭
別
．
４
．
Ⅲ
）
↓
「
北
村
透
谷

選
集
」
〈
岩
波
文
庫
〉
解
説
、
昭
妬
・
９
。
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
（
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一
編
『
近
代
日
本
文
学
辞
典
」
東
京
堂
、
昭
朗
・
５
）

石
丸
久
文
学
界
（
同
右
）

川
合
道
雄
北
村
透
谷
と
山
月
子
（
「
川
合
山
月
と
明
治
の
文
学
者
達
」
基
督
心
宗
教
団
事
務
局
出
版
部
、
昭
釣
・
５
）

野
間
宏
〔
ほ
か
〕
〈
座
談
会
〉
孤
立
的
文
学
の
克
服
（
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」
昭
釣
・
６
）

石
田
昭
義
北
村
透
谷
小
論
ｌ
内
部
生
命
論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
六
浦
論
叢
」
第
３
輯
、
昭
別
・
７
）

臼
井
吉
見
透
谷
と
藤
村
（
「
文
芸
」
臨
時
増
刊
〈
島
崎
藤
村
読
本
〉
、
昭
羽
・
９
）
↓
「
作
家
控
え
帳
』
筑
摩
書
房
、
昭
馳
・
４

中
村
光
夫
鴎
外
・
透
谷
・
藤
村
（
「
日
本
の
近
代
小
説
」
〈
岩
波
新
書
〉
岩
波
書
店
、
昭
朗
・
９
）

竹
内
好

臼
井
吉
見

別
・
岨

宍
道
達

矢
野
峰
人

岸
達
志

野
間
宏

別
・
４
）

我
牢
獄
（
「
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
」
第
６
巻
、
昭
別
・
３
）

「
文
学
界
」
と
詩
（
山
宮
允
教
授
華
甲
記
念
文
集
編
纂
会
編
『
近
代
詩
の
史
的
展
望
」
河
出
書
房
、
昭
朗
・
３
）

故
人
を
辿
る
ｌ
北
村
透
谷
の
巻
Ｉ
（
「
近
代
文
学
孜
」
第
２
号
、
昭
釣
・
４
）

文
学
に
お
け
る
普
遍
性
と
具
体
性
二
現
代
文
学
の
基
礎
い
か
に
人
間
を
考
え
る
か
』
理
論
社
、
昭
羽
・
４
）

「
文
学
界
」
の
動
き
ｌ
透
谷
と
一
葉
Ｉ
（
日
本
現
代
文
学
史
研
究
会
編
「
日
本
の
現
代
文
学
史
」
三
一
書
房
、

国
民
文
学
論
の
深
化
ｌ
小
田
切
秀
雄
氏
と
の
対
話
Ｉ
（
『
国
民
文
学
論
」
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
朗
・
’
）

人
生
相
渉
論
争
〈
近
代
文
学
論
争
３
〉
（
「
文
学
界
」
昭
別
・
３
）
↓
「
近
代
文
学
論
争
」
上
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭昭
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山
極
圭
司
透
谷
・
尚
江
・
啄
木
ｌ
社
会
主
義
文
学
の
性
格
Ｉ
（
「
文
学
評
論
」
第
８
号
、
昭
釣
．
Ⅱ
）

鈴
木
二
三
雄
藤
村
と
透
谷
・
芭
蕉
（
「
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
論
叢
」
Ｉ
、
昭
別
・
岨
）

〈
筋
〉
天
野
茂
文
学
へ
の
回
心
Ｉ
透
谷
に
お
け
る
文
学
と
政
治
Ｉ
（
兵
庫
県
「
摂
丹
地
区
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
昭
刈
・
２
）

丸
山
静
近
代
小
説
の
精
神
と
方
法
ｌ
二
葉
亭
と
透
谷
Ｉ
（
日
本
文
学
協
会
編
「
日
本
の
小
説
』
Ⅱ
〈
日
本
文
学
講
座
第
５
巻
〉
、

東
京
大
学
出
版
会
、
昭
刈
・
２
）
↓
「
現
代
文
学
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
別
・
岨

安
住
誠
悦
透
谷
試
論
ｌ
「
内
部
生
命
」
の
構
造
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
刈
・
３
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
』
。
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学

橘
壮
一
透
谷
と
子
規
ｌ
明
治
文
学
評
論
史
に
関
す
る
一
覚
書
（
「
名
古
屋
大
学
国
文
学
研
究
室
論
集
」
Ｉ
、
昭
刈
・
３
）

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
「
蓬
莱
曲
」
「
我
牢
獄
」
「
一
夕
観
」
（
「
毎
日
新
聞
」
〔
東
京
版
〕
昭
測
・
３
．
Ｍ
朝

刊
）
↓
『
作
家
と
そ
の
名
作
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
刈
．
Ⅲ
。
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
』

大
伴
ひ
で
と
透
谷
と
啄
木
（
「
国
語
国
文
学
報
」
第
４
集
、
昭
刈
・
４
）

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
の
内
部
生
命
観
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
刈
・
４
）

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
（
近
藤
忠
義
ほ
か
編
『
日
本
文
学
史
辞
典
」
日
本
評
論
新
社
、
昭
羽
・
岨
）

榊
原
美
文
文
学
界
（
同
右
）

野
間
宏
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
「
孤
独
性
」
Ｉ
（
『
文
学
入
門
』
〈
現
代
の
生
活
技
術
新
書
Ⅱ
〉
春
秋
社
、
昭
朗
・
岨
）

岸
達
志
透
谷
碑
の
移
転
に
寄
せ
て
〈
「
故
人
を
辿
る
」
〉
（
「
近
代
文
学
孜
」
第
３
輯
、
昭
羽
．
Ⅱ
）

益
田
道
三
北
村
透
谷
と
ロ
ー
ド
・
バ
イ
ロ
ン
（
「
人
文
研
究
」
第
５
巻
第
Ⅱ
．
Ｅ
号
、
昭
朗
．
Ⅱ
）
↓
「
比
較
文
学
散
歩
」
研

究
社
出
版
、
昭
訓
・
７

研
究
資
料
叢
書
〉
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本
間
久
雄
透
谷
と
一
葉
（
本
間
久
雄
ほ
か
著
「
日
本
の
近
代
文
学
ｌ
作
家
と
作
品
ｌ
」
東
京
堂
、
昭
刈
・
７
）

勝
本
清
一
郎
目
録
・
年
譜
・
系
譜
／
解
題
（
勝
本
清
一
郎
編
『
透
谷
全
集
』
第
３
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
刈
・
９
）

安
倍
能
成
透
谷
の
自
殺
そ
の
他
（
同
右
附
録
）
／
小
田
切
秀
雄
わ
た
し
の
透
谷
（
同
右
附
録
）
↓
「
北
村
透
谷
論
」

笹
淵
友
一
透
谷
詩
の
研
究
（
「
東
京
女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
１
巻
、
昭
刈
・
９
）

Ｉ
浪
漫
主
義
（
片
岡
良
一
・
中
島
健
蔵
監
修
「
文
学
五
十
年
」
時
事
通
信
社
、
昭
刈
・
９
）

〔
Ｓ
・
Ｙ
〕
透
谷
と
取
組
む
加
年
全
集
編
集
に
懸
命
の
勝
本
氏
〈
ニ
ュ
ー
ス
横
丁
〉
（
「
図
書
新
聞
」
昭
釦
・
９
．
３
）

三
好
行
雄
日
本
の
近
代
化
と
文
学
ｌ
そ
れ
を
考
え
て
ゆ
く
た
め
の
二
、
三
の
お
ぼ
え
書
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
刈
．
Ⅲ
）

小
田
切
秀
雄
近
代
文
学
研
究
に
お
け
る
文
献
学
的
研
究
の
模
範
ｌ
「
透
谷
全
集
」
の
完
成
Ｉ
（
「
図
書
新
聞
」
昭
刈
．
Ⅲ
．
旧
）

吉
田
精
一
北
村
透
谷
の
浪
漫
主
義
（
「
自
然
主
義
の
研
究
」
上
巻
、
東
京
堂
、
昭
刈
．
Ⅱ
）

６
）

鈴
木

伊
藤
整
北
村
透
谷
が
山
路
愛
山
と
知
り
合
ひ
、
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
を
書
く
〔
ほ
か
〕
（
「
日
本
文
壇
史
」
３
〈
悩
め
る
若

人
の
群
れ
〉
、
講
談
社
、
昭
刈
・
５
）
第
１
～
６
章
が
透
谷
に
つ
い
て
の
記
述

笹
淵
友
一
透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
に
つ
い
て
（
「
文
学
」
昭
刈
・
５
）

榊
原
美
文
「
文
学
界
」
（
同
右
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
の
研
究
」
御
茶
の
水
書
房
、
昭
別
・
６

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
に
つ
い
て
（
頑
や
な
こ
と
は
い
や
だ
と
い
う
こ
と
」
〈
が
く
え
ん
新
書
〉
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
約
．

鈴
木
豊
「
内
部
生
命
論
」
断
片
考
（
「
国
語
研
究
」
第
７
輯
、
昭
刈
・
６
）

Ｉ
北
村
透
谷
〔
蓬
莱
曲
／
厭
世
詩
家
と
女
性
〕
（
成
瀬
正
勝
ほ
か
編
「
日
本
文
学
現
代
名
作
事
典
」
矢
島
書
房
、
昭

30

6
…
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〈
別
〉
太
田
三
郎
雑
誌
『
平
和
」
に
つ
い
て
（
「
学
苑
」
昭
瓠
・
２
）

村
田
平
次
郎
楚
囚
之
詩
は
一
本
か
否
か
（
「
学
燈
」
昭
別
・
２
）

石
垣
綾
子
大
い
な
る
挫
折
の
時
代
ｌ
自
由
民
権
か
ら
北
村
透
谷
の
自
殺
ま
で
ｌ
〈
近
代
日
本
恋
愛
史
第
３
回
〉
（
「
婦
人
公
論
」

昭
別
・
３
）
↓
「
近
代
日
本
恋
愛
史
』
角
川
書
店
、
昭
胡
・
６

高
坂
正
顕
〔
ほ
か
〕
〈
座
談
会
〉
自
由
民
権
の
時
代
と
キ
リ
ス
ト
教
、
欧
化
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
二
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ

明
治
篇
ｌ
」
基
督
教
学
徒
兄
弟
団
、
昭
別
・
４
）

勝
本
清
一
郎
「
楚
囚
之
詩
」
は
四
冊
（
「
学
燈
」
昭
別
・
５
）

青
柳
潔
霊
性
の
愛
ｌ
透
谷
の
思
想
と
戦
い
Ｉ
（
「
文
学
研
究
」
第
８
号
、
昭
別
・
８
）

石
田
昭
義
北
村
透
谷
の
神
（
「
六
浦
論
叢
」
第
６
輯
、
昭
訓
・
９
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
の
登
場
（
小
田
切
秀
雄
編
『
講
座
日
本
近
代
文
学
史
」
第
１
巻
く
日
本
近
代
文
学
の
成
立
〔
明
治
上
〕
〉
、

秋
庭
太
郎
劇
文
学
に
於
け
る
北
村
透
谷
と
藤
野
古
白
会
日
本
新
劇
史
」
上
巻
、
理
想
社
、
昭
釦
・
岨
）

成
瀬
正
勝
古
書
合
戦
記
（
「
学
燈
」
昭
釦
・
吃
）

野
田
字
太
郎
透
谷
と
長
泉
寺
／
北
村
透
谷
生
家
跡
／
追
慕
の
碑
／
透
谷
の
新
し
い
墓
所
（
「
湘
南
伊
豆
文
学
散
歩
』
英
宝
社
、

猪
野
謙
二
日
本
近
代
文
学
の
目
的
と
存
在
理
由
／
「
文
学
界
」
の
運
動
と
諸
個
性
、
そ
の
影
響
（
同
右
）

勝
本
清
一
郎
透
谷
文
学
の
生
命
（
『
北
村
透
谷
・
樋
口
一
葉
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
４
〉
筑
摩
書
房
、
昭
剖
・
蛆
）
↓
『
北

村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
』

野
田
字
太
郎

昭
刈
・
皿
）

大
月
書
店
、
昭
証
・
川
）
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小
田
切
秀
雄
解
説
（
同
右
）
／
吉
田
精
一
透
谷
と
一
葉
（
同
右
月
報
）
／
川
合
信
水
北
村
透
谷
君
の
思
ひ
出
（
同
右
月

報
）
／
臼
井
吉
見
第
三
の
声
（
同
右
月
報
）
／
吉
田
精
一
研
究
書
目
・
参
考
文
献
（
同
右
月
報
）

片
桐
禎
子
透
谷
に
於
け
る
美
の
観
念
（
「
文
芸
研
究
」
第
別
集
、
昭
別
・
Ⅱ
）

片
岡
良
一
近
代
日
本
文
学
の
成
立
（
そ
の
三
ｌ
北
村
透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
』
と
浪
漫
主
義
Ｉ
（
「
近
代
日
本
文
学
教
室
』
〈
学

生
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
旺
文
社
、
昭
別
・
皿
）

く
げ
〉
鈴
木
正
思
想
家
と
し
て
の
透
谷
（
「
思
想
」
昭
塊
・
１
）
↓
「
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

笹
淵
友
一
透
谷
は
「
文
学
界
」
同
人
で
は
な
か
っ
た
か
（
「
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
」
第
８
号
、
昭
詑
・
３
）

鈴
村
藤
一
理
想
主
義
の
文
学
理
論
と
透
谷
の
立
場
（
「
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
」
Ａ
（
人
文
科
学
）
、
第
１
輯
、
昭
銘
・
３
）

中
村
完
不
知
庵
・
蘇
峰
・
透
谷
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
前
後
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
咽
輯
、
昭
胡
・
３
）

塚
田
満
江
「
物
に
感
ず
る
こ
と
深
く
」
に
つ
い
て
（
「
女
子
大
国
文
」
第
６
号
、
昭
塊
・
６
）

三
好
行
雄
透
谷
・
藤
村
〈
西
鶴
と
現
代
作
家
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
塊
・
６
）

小
林
義
正
稀
数
本
、
透
谷
「
楚
囚
之
詩
」
に
つ
い
て
（
「
山
と
書
物
」
築
地
書
館
、
昭
塊
・
７
）

笹
淵
友
一
解
説
会
北
村
透
谷
全
集
」
第
１
巻
、
宝
文
館
、
昭
犯
・
７
）

吉
田
精
一
「
透
谷
全
集
」
の
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
躯
・
９
．
２
）

勝
本
清
一
郎
透
谷
と
幻
境
（
「
ア
カ
ハ
タ
」
昭
躯
．
Ⅱ
・
５
）
↓
「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

平
岡
敏
夫
透
谷
と
「
昆
太
利
物
語
」
（
「
未
定
稿
」
第
４
号
、
昭
塊
・
皿
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

山
下
一
海
芭
蕉
と
透
谷
（
「
連
歌
俳
諮
研
究
」
第
賜
号
、
昭
塊
・
胆
）

〈
冊
〉
天
野
茂
透
谷
か
ら
荒
村
へ
ｌ
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
と
の
連
関
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
兵
庫
県
「
摂
丹
地
区
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
昭
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白
井
伸
昂
透
谷
の
諸
作
品
と
「
内
部
生
命
論
」
（
「
論
究
日
本
文
学
」
第
９
号
付
録
、
昭
銘
．
Ⅱ
）

〈
冊
〉
柳
田
泉
・
勝
本
清
一
郎
・
小
田
切
秀
雄
・
猪
野
謙
二
〈
座
談
会
〉
透
谷
を
中
心
に
〈
座
談
会
・
近
代
日
本
文
学
史
５
〉
（
「
文
学
」

羽
．
ｌ
）

佐
藤
善
也

田
中
千
禾
夫

白
方
勝

平
岡
敏
夫

福
田
準
之
輔

＊
平
岡
敏
夫

弘
・
４
）

榊
原
美
文

坂
本
浩

武
田
清
子
北
村
透
谷
〈

大
津
山
国
夫
「
三
日
幻

勝
本
清
一
郎
一
葉
と

「
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

佐
藤
善
也
「
楚
囚
之
詩
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
羽
・
２
）

田
中
千
禾
夫
詩
劇
の
歴
史
的
橋
頭
壁
（
「
文
学
」
昭
羽
・
２
）

白
方
勝
ヨ
伽
羅
枕
」
及
び
「
新
葉
末
集
筐
の
意
義
（
「
愛
媛
国
文
研
究
」
第
７
号
、
昭
路
・
３
）

平
岡
敏
夫
透
谷
年
譜
訂
正
私
見
（
「
解
釈
」
昭
詔
・
５
）

福
田
準
之
輔
透
谷
文
芸
の
特
質
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
皿
巻
第
２
号
、
昭
詔
・
６
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
の
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
自
由
民
権
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
「
未
定
稿
」
第
５
、
６
号
、
昭
詔
・

弘
・
４
）
↓
『
続
北
村
透
谷
研
究
』

榊
原
美
文
「
文
学
界
」
と
浪
漫
主
義
（
「
国
文
学
」
昭
羽
．
８
）
〈
特
集
浪
漫
主
義
文
学
の
総
合
探
求
〉

坂
本
浩
北
村
透
谷
（
同
右
）

海
老
池
俊
治
透
谷
と
英
文
学
（
「
一
橋
論
叢
」
第
㈹
巻
第
３
号
、
昭
羽
・
岨
）
↓
『
明
治
文
学
と
英
文
学
」
明
治
書
院
、

鳴
・
３

北
村
透
谷
〈
近
代
日
本
人
物
再
評
価
第
４
回
〉
（
「
婦
人
公
論
」
昭
認
．
Ⅲ
）

「
三
日
幻
境
」
の
背
景
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
認
．
Ⅱ
）

韮
一
葉
と
『
文
学
界
」
（
和
田
芳
恵
編
『
樋
口
一
葉
」
〈
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
３
〉
、

角
川
書
店
、
昭
羽
．
Ⅱ
）
↓ 昭 7

、
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〈
Ⅷ
〉

昭
別
・
１
）
↓
柳
田
泉
ほ
か
編
「
座
談
会
明
治
文
学
史
」
岩
波
書
店
、
昭
珊
・
６

１
北
村
透
谷
（
川
島
五
三
郎
・
八
木
福
次
郎
編
『
著
者
別
書
目
集
覧
」
八
木
書
店
、
昭
剥
・
１
）

片
桐
禎
子
北
村
透
谷
と
新
体
詩
（
「
ふ
じ
」
第
８
号
、
昭
剥
・
３
）

鈴
木
久
透
谷
の
ま
ぎ
れ
な
き
光
（
「
福
島
大
学
学
芸
学
部
論
集
」
第
Ⅲ
集
の
２
（
人
文
科
学
）
、
昭
剥
・
３
）

平
岡
敏
夫
「
楚
囚
之
詩
」
の
発
想
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
剥
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
第
三
」

色
川
大
吉
〃
明
治
十
七
年
読
書
会
雑
記
〃
に
つ
い
て
〈
透
谷
と
自
由
民
権
新
資
料
〉
（
「
文
学
」
昭
剥
・
６
）

田
中
千
禾
夫
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
（
田
中
千
禾
夫
編
「
劇
文
学
」
〈
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
〃
〉
、
角
川
書
店
、
昭
剥

武
田
清
子
恥

田
中
万
里
子

大
野
宏
叫

小
田
切
秀
雄

筑
摩
書
房
、

勝
本
清
一
郎

「
蓬
莱
曲
」

中
村
完

平
岡
敏
夫

関
良
一

と
透
谷
」

武
田
清
子

田
中
万
里
子

大
野
宏

北
村
透
谷
（
山
本
健
吉
編
「
日
本
の
思
想
家
」
光
書
房
、
昭
別
．
Ⅱ
）

劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
の
悲
劇
の
構
造
に
つ
い
て
（
「
日
本
文
学
」
昭
糾
．
Ⅱ
）

北
村
透
谷
の
思
想
（
「
ア
カ
デ
ミ
ア
」
第
妬
輯
、
昭
測
・
岨
）

日
本
に
お
け
る
自
我
意
識
の
特
質
と
諸
形
態
（
小
田
切
秀
雄
編
「
近
代
日
本
思
想
史
講
座
」

「
内
部
生
命
論
」
そ
の
他
（
「
国
文
学
研
究
」
第
加
集
、
昭
剥
・
９
）

透
谷
の
恋
愛
・
入
信
の
意
味
（
「
言
語
と
文
芸
」
第
６
号
、
昭
剥
・
９
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

浪
漫
主
義
文
学
の
文
体
（
「
国
文
学
」
昭
別
．
Ⅲ
）
〈
特
集
近
代
文
学
の
文
体
研
究
〉
↓
「
考
証
と
試
論
二
葉
亭

を
収
録

近
代
の
挫
折
透
谷
を
中
心
に
見
た
日
本
近
代
思
想
の
構
造
（
「
自
由
」
昭
拓
・
２
）
↓
「
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文

昭
弱
・
２
）

６
〈
自
我
と
環
境
〉 9

…
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笹
淵
友
一
北
村
透
谷
（
「
国
文
学
」
昭
拓
・
６
）
〈
特
集
近
代
詩
人
の
誕
生
〉

三
好
行
雄
悪
い
め
ぐ
り
あ
わ
せ
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
４
号
、
昭
茄
・
６
）

坂
本
浩
北
村
透
谷
（
「
国
文
学
」
昭
弱
・
８
）
〈
特
集
近
代
評
論
文
学
の
系
譜
〉

佐
々
木
幸
国
斎
藤
緑
雨
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
〃
透
谷
よ
り
む
し
ろ
緑
雨
を
〃
（
「
六
浦
論
叢
」
第
７
輯
、
昭
弱
・
９
）

勝
本
清
一
郎
「
鳳
雛
」
出
現
（
「
日
本
古
書
通
信
」
昭
弱
．
Ⅲ
）
↓
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

勝
本
清
一
郎
透
谷
の
一
逸
作
つ
い
に
出
現
〈
紹
介
〉
（
「
文
学
」
昭
弱
・
川
）
↓
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
』

木
村
幸
雄
北
村
透
谷
〈
文
学
と
現
実
の
接
点
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
弱
・
川
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
作
家
の
研
究
法
〉
）

色
川
大
吉
北
村
添

倉
書
店
、
昭
弱
・

辰
巳
光
世
日
本
ｐ

石
丸
久
北
村
孫

石
丸
久
蓬
莱
曲

安
住
誠
悦
初
期
泊

「
浪
漫
主
義
文
学
」

福
田
光
治
北
村
透
谷
の
豆
マ
ル
ソ
こ
（
立
教
大
学
「
英
米
文
学
」
第
別
号
、
昭
弱
・
３
）

色
川
大
吉
北
村
透
谷
と
大
矢
正
夫
ｌ
大
阪
事
件
の
内
面
史
Ｉ
（
小
西
四
郎
編
「
日
本
人
物
史
大
系
」
第
５
巻
く
近
代
Ｉ
〉
、
朝

倉
書
店
、
昭
弱
・
４
）
↓
「
明
治
精
神
史
』

辰
巳
光
世
日
本
ロ
マ
ン
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
（
上
）
ｌ
透
谷
・
樗
牛
を
中
心
に
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
弱
・
４
）

石
丸
久
北
村
透
谷
・
樋
口
一
葉
の
文
体
（
「
国
文
学
」
昭
弱
・
５
）

石
丸
久
蓬
莱
曲
（
吉
田
精
一
編
「
日
本
文
学
鑑
賞
辞
典
近
代
編
」
東
京
堂
出
版
、
昭
弱
・
６
）

安
住
誠
悦
初
期
浪
漫
主
義
の
ふ
た
つ
の
類
型
ｌ
透
谷
と
独
歩
を
中
心
に
Ｉ
（
「
国
語
国
文
研
究
」
第
略
号
、
昭
弱
・
６
）
↓

学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
２
」

寺
田
博
北
村
透
谷
の
精
神
病
理
学
的
一
考
察
ｌ
透
谷
の
自
殺
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
国
語
国
文
学
研
究
論
文
集
」
第
５

集田
、

昭博
35

・北
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〈
剛
〉

中
村
完
作
品
の
解
説
／
笹
淵
友
一
北
村
透
谷
（
三
〈
詩
〉
／
笹
淵
友
一
・
木
俣
修
作
品
の
解
説
（
同
右
）
／
川

副
国
基
研
究
余
談
／
木
俣
修
「
三
籟
』
の
こ
と
／
長
谷
川
泉
発
見
さ
れ
た
透
谷
の
逸
文
（
同
右
月
報
）

瀬
沼
茂
樹
近
代
思
想
と
評
論
（
「
国
文
学
」
昭
弱
．
Ⅱ
）
〈
特
集
近
代
評
論
の
系
譜
（
第
三
〉

安
住
誠
悦
浪
漫
主
義
に
お
け
る
意
志
的
自
我
ｌ
透
谷
・
独
歩
・
樗
牛
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
国
語
国
文
研
究
」
第
肥
・
旧
号
、
昭

邪
・
３
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
」

片
桐
禎
子
「
文
学
界
」
の
一
位
相
（
同
右
）

白
井
伸
昂
透
谷
私
論
（
「
論
究
日
本
文
学
」
第
Ｍ
号
、
昭
茄
・
３
）

橋
浦
兵
一
透
谷
の
「
情
熱
」
（
「
文
科
紀
要
」
第
７
集
、
昭
邪
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

山
口
水
緒
子
透
谷
雑
感
ｌ
「
春
」
を
読
ん
で
Ｉ
（
「
多
摩
文
化
」
第
６
号
、
昭
茄
・
３
）

本
木
肇
北
村
透
谷
の
悲
劇
（
「
西
域
」
第
２
号
、
昭
珊
・
６
）

吉
田
精
一
浪
漫
主
義
の
成
立
と
展
開
（
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
Ⅱ
巻
〈
近
代
〉
、
岩
波
書
店
、
昭
茄
・
６
）
↓
「
浪
漫

主
義
の
研
究
」
東
京
堂
出
版
、
昭
妬
・
８

色
川
大
吉
透
谷
の
足
跡
を
追
っ
て
（
「
八
王
子
観
光
だ
よ
り
」
昭
茄
・
７
）
↓
「
明
治
の
精
神
」
筑
摩
書
房
、
昭
鳴
・
皿

笹
淵
友
一
人
生
に
相
渉
論
争
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
珊
・
７
）
〈
特
集
近
代
文
学
論
争
事
典
〉

色
川
大
吉
困
民
党
と
自
由
党
ｌ
武
相
困
民
党
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
歴
史
学
研
究
」
昭
弱
．
Ⅱ
）
〈
特
集
自
由
民
権
期
〉
↓
「
困

民
党
と
自
由
党
」
揺
藍
社
、
昭
開
・
９

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
（
ご
〈
評
論
〉
（
木
俣
修
ほ
か
編
『
人
と
作
品
現
代
文
学
講
座
』
第
２
集
〈
明
治
編
Ⅱ
〉
、
明
治
書
院

笹
淵
友
一
”

昭
拓
．
Ⅱ
）
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〈
Ⅶ
〉

「
北
村
透
谷
論
」

吉
田
精
一
北
村
》

＊
天
野
敬
太
郎
北
埜

飛
鳥
井
雅
道
欽
｛

近
代
文
学
」
く
さ

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と
中
西
梅
花
（
「
国
文
学
」
昭
鮒
・
８
）
〈
特
集
近
代
詩
人
に
お
け
る
人
間
研
究
〉
↓
「
北
村
透
谷
研
究
』

笹
淵
友
一
明
治
前
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
（
「
国
文
学
」
昭
珊
・
９
）
〈
特
集
近
代
初
期
の
文
芸
思
潮
〉

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と
山
路
愛
山
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

野
田
宇
太
郎
北
村
透
谷
（
「
日
本
近
代
詩
事
典
」
青
蛙
房
、
昭
茄
・
９
）

山
田
博
光
北
村
透
谷
（
近
代
文
学
懇
談
会
編
「
近
代
文
学
研
究
必
携
」
学
燈
社
、
昭
茄
・
９
）

色
川
大
吉
自
由
民
権
の
地
下
水
を
汲
む
も
の
ｌ
北
村
透
谷
と
石
坂
公
歴
Ｉ
（
「
歴
史
学
研
究
」
昭
邪
．
Ⅱ
）
↓
「
明
治
精
神
史
」

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
と
「
文
学
界
」
グ
ル
ー
プ
そ
の
他
（
「
文
学
史
」
〈
現
代
史
大
系
〉
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
茄
・
皿
）
↓

吉
田
精
一
北
村
透
谷
（
「
鑑
賞
現
代
詩
』
１
〈
明
治
〉
、
筑
摩
書
房
、
昭
邪
．
Ⅱ
）
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
「
眠
れ
る
蝶
」
を
収
録

天
野
敬
太
郎
北
村
透
谷
〈
現
代
作
家
書
誌
案
内
６
，
部
〉
（
「
日
本
古
書
通
信
」
昭
茄
・
皿
、
釣
・
皿
）

飛
鳥
井
雅
道
欽
定
憲
法
の
も
と
で
／
急
進
主
義
と
進
歩
主
義
の
対
立
の
評
価
ｌ
と
く
に
透
谷
対
民
友
社
の
問
題
Ｉ
（
「
日
本
の

近
代
文
学
」
〈
さ
ん
い
ち
・
ら
い
ぶ
ら
り
肥
〉
三
一
書
房
、
昭
邪
・
旭
）

山
田
宗
睦
北
村
透
谷
の
思
想
経
縮
／
「
明
治
青
年
」
の
同
時
代
史
的
な
閲
歴
／
「
明
治
青
年
」
の
哲
学
的
方
向
ｌ
大
西
祝
と
透

谷
を
め
ぐ
っ
て
／
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
と
西
田
「
善
の
研
究
」
（
「
日
本
型
思
想
の
原
像
ｌ
西
田
幾
太
郎
の
哲
学
ｌ
』
〈
さ

ん
い
ち
・
ら
い
ぶ
ら
り
旧
〉
三
一
書
房
、
昭
鮒
・
皿
）

天
野
茂
明
治
の
青
年
ｌ
北
村
透
谷
の
意
味
Ｉ
（
兵
庫
県
「
摂
丹
地
区
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
昭
師
・
２
）

岡
野
他
家
夫
浪
曼
主
義
文
学
を
培
っ
た
「
文
学
界
」
（
「
近
代
日
本
名
著
解
題
』
有
明
書
房
、
昭
師
・
３
）

平
岡
敏
夫
透
谷
に
お
け
る
「
文
学
史
」
（
文
学
史
の
会
編
「
近
代
文
学
の
検
討
」
〈
論
集
「
文
学
史
」
第
１
輯
〉
、
白
帝
社
、
昭
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勝
本
清
一
郎
近
代
日
本
文
学
の
曙
（
伊
藤
整
ほ
か
編
「
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
座
』
小
説
１
、
三
省
堂
、
昭
師
・
５
）

平
岡
敏
夫
透
谷
像
へ
の
試
論
ｌ
そ
の
「
国
民
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
訂
・
６
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

色
川
大
吉
北
村
透
谷
〈
日
本
の
思
想
家
こ
の
百
年
略
〉
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
昭
師
・
６
．
Ⅳ
）

色
川
大
吉
北
村
透
谷
と
秋
山
国
三
郎
ｌ
「
三
日
幻
境
」
と
川
口
村
で
の
生
活
Ｉ
（
「
多
摩
文
化
」
第
Ⅱ
号
、
昭
訂
・
８
）

多
摩
文
化
研
究
会
明
治
の
村
落
ｌ
川
口
村
研
究
（
同
右
）

笹
淵
友
一
「
文
学
界
」
を
め
ぐ
っ
て
（
「
本
の
手
帖
」
第
２
巻
第
８
号
、
昭
師
・
９
）

島
田
厚
「
国
民
之
友
」
と
純
文
学
理
念
（
「
文
学
」
昭
師
・
蛆
）

師
・
３
）
↓
『
北
村
透
谷
研
究
」

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と
三
多
摩
ｌ
透
谷
に
お
け
る
「
故
郷
」
の
意
識
Ｉ
（
「
国
文
学
」
昭
訂
・
３
）
↓
『
北
村
透
谷
研
究
』

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
に
お
け
る
詩
と
散
文
（
「
日
本
文
学
」
昭
師
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

天
野
茂
透
谷
か
ら
荒
村
へ
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
の
詩
・
癖
目
言
ロ
＄
①
風
呂
ぐ
二
岳
①
望
．
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
（
「
松
岡
荒
村
ｌ

埋
も
れ
た
明
治
の
青
春
』
ペ
リ
カ
ン
書
房
、
昭
訂
・
４
）

色
川
大
吉
「
文
学
界
」
ｌ
透
谷
と
第
一
次
「
文
学
界
」
同
人
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
〈
日
本
の
思
想
雑
誌
〉
（
「
思
想
」
昭
訂
．

磯村鹿
54貝上野
・英一政
12夫郎直

4
…

天
皇
制
確
立
期
に
お
け
る
抵
抗
の
精
神
（
「
日
本
歴
史
」
昭
訂
・
４
）

透
谷
と
西
田
幾
太
郎
ｌ
山
田
宗
睦
「
日
本
型
思
想
の
原
像
」
へ
の
疑
義
二
・
三
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
師
・
４
）

想
実
論
の
展
開
ｌ
忍
月
・
鴎
外
・
透
谷
Ｉ
（
「
国
文
学
孜
」
第
邪
号
、
昭
訂
・
５
）
↓
『
森
鴎
外
」
明
治
書
院
、
昭
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平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
論
〈
過
渡
期
の
文
学
側
〉
（
「
早
稲
田
大
学
新
聞
」
第
洲
号
、
昭
訂
．
Ⅱ
．
旧
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

大
野
宏
「
文
学
界
」
の
運
動
ｌ
北
村
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
を
中
心
と
し
て
（
「
南
山
文
学
」
第
５
号
、
昭
訂
・
岨
）

木
村
幸
雄
「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
（
伊
藤
整
ほ
か
編
『
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
座
』
詩
、
三
省
堂
、
昭
訂
・
吃
）

西
村
博
子
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
新
劇
史
に
お
け
る
評
価
の
た
め
の
試
論
Ｉ
（
「
演
劇
学
」
第
４
号
、
昭
師
・
皿
）

〈
燗
〉
滝
瀬
爵
克
北
村
透
谷
の
思
想
と
文
学
の
端
緒
ｌ
そ
の
媒
体
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
触
発
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」

片
桐
禎
子
透
谷
評
価
の
跡
を
め
ぐ
っ
て
（
「
藤
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
２
号
、
昭
銘
・
３
）

高
橋
正
夫
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
於
け
る
汎
神
論
的
契
機
ｌ
試
論
・
北
村
透
谷
Ｉ
（
「
倫
理
学
年
報
」
第
皿
集
、
昭
銘
・
３
）

昭
銘
・
１
）

色
川
大
吉
一

昭
羽
・
２
）

色
川
大
吉
明
治
二
十
年
代
の
文
化
（
家
永
三
郎
ほ
か
編
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」
Ⅳ
〈
近
代
４
〉
、
岩
波
書
店
、
昭
師
．
Ⅱ
）

滝
瀬
爵
克
透
谷
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
－
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
文
学
研
究
」
第
略
号
、
昭
師
．
Ⅱ
）

中
山
栄
暁
米
九
升
七
合
な
り
ｌ
北
村
透
谷
の
日
記
か
ら
Ｉ
（
「
解
釈
」
昭
師
．
Ⅱ
）
↓
「
作
家
の
姿
勢
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、

平
岡
敏
夫
恥

訂
・
脚
）
「

飛
鳥
井
雅
道

央
公
論
社
、

平
６
．
６

透
谷
の

北
村
透
谷
（
紐

「
内
部
生
命
論
」

北
村
透
谷
一

、
昭
師
．
Ⅱ
）

「
幻
境
」
行
ｌ
勝
本
清
一
郎
説
訂
正
の
た
め
の
考
証
Ｉ
（
「
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
」
第
２
号
、

（
伊
藤
整
ほ
か
編
「
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
座
」
評
論
・
随
筆
１
〈
明
治
期
〉
、
三
省
堂
、

而
」
を
収
録
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

弓
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
』
（
桑
原
武
夫
編
「
日
本
の
名
著
ｌ
近
代
の
思
想
」
〈
中
公
新
書
１
〉

中 昭
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中
山
栄
暁
透
谷
と
一
葉
の
錯
行
（
「
解
釈
」
昭
銘
・
４
）
↓
『
作
家
の
姿
勢
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
６
．
６

木
村
幸
雄
透
谷
・
「
国
民
と
思
想
」
の
意
味
（
「
言
語
と
文
芸
」
第
５
巻
第
３
号
、
昭
銘
・
５
）

野
田
字
太
郎
透
谷
と
東
京
タ
ワ
ー
（
「
く
う
り
え
」
昭
銘
・
５
）

＊
田
村
栄
透
谷
ｌ
そ
の
孤
独
な
た
た
か
い
ｌ
死
去
の
日
、
五
月
十
六
日
に
よ
せ
て
Ｉ
（
「
ア
カ
ハ
タ
」
昭
銘
・
５
．
略
、
Ⅳ
）

新
井
洋
一
巌
本
善
治
と
北
村
透
谷
（
「
意
識
」
第
Ⅱ
号
、
昭
銘
・
６
）
↓
磯
崎
嘉
治
編
「
巌
本
善
治
」
共
栄
社
出
版
、
昭
棚

０
福
田
光
治
エ
マ
ス
ン
と
北
村
透
谷
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
Ⅲ
号
、
昭
銘
・
６
）

安
本
美
典
分
裂
気
質
の
作
家
舎
創
作
の
秘
密
作
家
の
性
格
と
心
理
」
〈
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
〉
誠
信
書
房
、
昭
銘
・
６
）

中
山
栄
暁
北
村
透
谷
と
「
読
売
新
聞
」
ｌ
手
帳
・
日
記
に
録
さ
れ
た
事
実
か
ら
Ｉ
（
「
解
釈
」
昭
銘
・
７
）
↓
『
作
家
の
姿
勢
』

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
６
．
６

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
（
大
内
兵
衛
編
「
語
録
永
遠
の
言
葉
』
〈
世
界
教
養
全
集
別
巻
４
〉
平
凡
社
、
昭
銘
・
９
）

中
島
洋
一
「
楚
囚
之
詩
」
の
本
質
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
脂
巻
第
３
号
、
昭
銘
・
９
）

平
岡
敏
夫
蓬
莱
曲
ｌ
北
村
透
谷
ｌ
〈
日
本
近
代
文
学
の
名
著
〉
（
「
国
文
学
」
昭
胡
・
９
、
臨
時
増
刊
）

関
良
一
文
学
界
〈
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
文
芸
雑
誌
〉
（
同
右
）

瀬
沼
茂
樹
透
谷
と
柳
村
（
『
文
学
界
」
復
刻
版
別
冊
、
日
本
近
代
文
学
研
究
所
、
昭
銘
．
Ⅲ
）
↓
『
明
治
文
学
研
究
』
法
政
大

ｌ
小
田
切
秀
雄

村
透
谷
論
」

学
出
版
局
、
昭
紛
・
５

北
村
透
谷
〈
作
家
論
の
扱
い
方
〉
（
岩
城
之
徳
ほ
か
編
「
近
代
文
学
研
究
必
携
」
学
燈
社
、
昭
銘
・
６
）
↓
『
北
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〈
Ｗ
〉

ｌ
北
村
透
谷
（
「
小
田
原
史
談
」
第
朗
号
、
昭
胡
・
３
）

安
住
誠
悦
四
琶
凰
の
日
の
伝
統
（
「
位
置
」
第
４
号
、
昭
釣
・
４
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
」

鈴
木
孝
一
北
村
一

滝
瀬
爵
克
北
村
》

い
」
昭
羽
・
３
）

斎
藤
光

中
島
洋
一

平
岡
敏
夫

真
嶋
恒
雄

銘
・
皿
）

舟
橋
聖
一

安
住
誠
悦

天
野
茂

羽
・
２
）

小
田
切
秀
雄
「
文
学
界
」
創
刊
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
北
村
透
谷
と
星
野
天
知
と
の
関
係
、
そ
の
他
Ｉ
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷

論
』
／
西
田
勝
解
説
（
同
右
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
の
思
想
（
「
国
文
学
」
昭
銘
・
川
）
〈
特
集
近
代
作
家
と
思
想
〉
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」

大
石
智
良
北
村
透
谷
と
民
衆
（
「
日
本
文
学
」
昭
胡
．
Ⅱ
）

斎
藤
光
透
谷
と
エ
マ
ソ
ン
（
「
学
鐙
」
昭
銘
・
里

中
島
洋
一
「
蓬
莱
曲
」
の
主
題
と
構
成
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
蜴
巻
第
４
号
、
昭
邪
・
皿
）

平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
の
文
学
ｌ
明
治
二
○
年
代
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
銘
・
岨
）

真
嶋
恒
雄
「
戦
ひ
の
人
」
と
し
て
の
透
谷
に
つ
い
て
ｌ
「
人
生
相
渉
論
」
を
中
心
に
Ｉ
（
「
国
語
教
育
研
究
」
第
８
号
、
昭

透
谷
夫
人
美
那
子
〈
私
の
会
っ
た
人
８
〉
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
羽
・
１
．
羽
朝
刊
）

「
文
学
界
」
の
人
び
と
（
「
国
文
学
」
昭
弱
・
２
）
〈
特
集
近
代
文
学
と
結
社
・
流
派
〉

北
村
透
谷
の
生
命
主
義
ｌ
そ
の
シ
ェ
レ
ー
的
性
格
Ｉ
（
兵
庫
県
「
摂
丹
地
区
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
第
岨
号
、
昭

北
村
透
谷
に
お
け
る
平
和
思
想
に
つ
い
て
（
「
史
海
」
第
Ⅱ
号
、
昭
釣
・
３
）

北
村
透
谷
の
思
想
と
文
学
の
い
と
ぐ
ち
ｌ
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
潤
徳
学
園
「
う
る
お
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阿
部
知
二
〔
ほ
か
〕
「
蓬
莱
曲
」
〈
透
谷
没
後
七
十
周
年
記
念
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
（
名
田
房
代
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
昭
測
・
６
）

〔
悦
〕
透
谷
の
未
発
見
小
説
〈
足
跡
〉
（
「
北
海
道
新
聞
」
昭
釣
・
６
．
旧
夕
刊
）

尾
崎
宏
次
「
蓬
莱
曲
」
と
「
わ
ざ
お
ぎ
の
ふ
る
さ
と
」
を
み
て
（
「
テ
ア
ト
ロ
」
昭
胡
・
８
）

斎
藤
光
透
谷
が
「
エ
マ
ル
ソ
ン
」
に
用
い
た
参
考
書
（
土
居
光
知
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
「
英
文
学
試
論

土
居
光
知
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』
研
究
社
出
版
、
昭
約
・
８
）

〔
Ｍ
〕
北
村
透
谷
の
筆
跡
（
「
小
田
原
史
談
」
第
別
号
、
昭
釣
・
８
）

秋
山
駿
内
部
的
な
も
の
ｌ
透
谷
以
後
〈
文
芸
廻
評
〉
（
「
文
学
者
」
昭
釣
・
川
）

渡
辺
外
喜
三
郎
斎
藤
緑
雨
の
評
論
と
透
谷
の
緑
雨
評
（
「
国
語
同
文
薩
摩
路
」
第
９
号
、
昭
的
・
Ⅲ
）

安
住
誠
悦
「
文
学
界
」
浪
漫
主
義
と
中
世
ｌ
透
谷
・
禿
木
・
藤
村
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
洲
．
Ⅱ
）
↓
『
浪
漫
主

山
岡
桂
二
陸
錫

政
治
と
人
間
』

中
央
大
学
文
学
会

石
橋
道
子
透
谷

〔
帆
〕
透
谷

羽
・
５
．
別
）

平
林
一
平
和
主
義
に
於
け
る
木
下
尚
江
と
北
村
透
谷
（
憲
法
研
究
所
編
『
平
和
思
想
史
」
〈
憲
法
研
究
所
特
集
２
〉
憲
法
研

究
所
出
版
会
、
昭
的
・
４
）

山
岡
桂
三
陸
掲
南
と
北
村
透
谷
の
場
合
ｌ
歴
史
的
・
浪
漫
的
な
政
治
的
・
人
間
的
主
体
性
Ｉ
（
「
日
本
近
代
思
想
史
に
於
け
る

政
治
と
人
間
』
東
峰
出
版
、
昭
胡
・
４
）

中
央
大
学
文
学
会
北
村
透
谷
ｌ
浪
漫
性
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
学
術
論
叢
」
第
Ｍ
号
、
昭
約
・
４
）

石
橋
道
子
透
谷
に
つ
い
て
（
佐
藤
喜
一
編
「
橋
本
佳
先
生
還
暦
記
念
文
集
』
文
集
刊
行
会
、
昭
釣
・
５
）

〔
帆
〕
透
谷
の
詩
劇
「
蓬
莱
曲
」
の
女
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
名
田
房
代
さ
ん
〈
ご
め
ん
下
さ
い
〉
（
「
婦
人
民
主
新
聞
」
昭

義
文
学
」
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フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
シ
ー
透
谷
の
意
義
（
「
比
較
文
学
」
第
７
巻
、
昭
胡
．
Ⅱ
）
武
田
勝
彦
訳

村
田
昇
北
村
透
谷
の
仏
教
（
「
密
教
文
化
」
第
的
・
乃
号
、
昭
胡
．
Ⅱ
）

高
橋
正
夫
透
谷
の
江
戸
文
学
論
（
「
心
」
昭
胡
・
胆
）

橋
浦
兵
一
自
責
の
文
学
ｌ
透
谷
・
藤
村
の
連
関
基
調
Ｉ
（
「
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
」
妬
、
昭
羽
・
皿
）

藤
井
信
乃
初
期
の
透
谷
（
「
国
文
学
論
考
」
創
刊
号
、
昭
胡
・
岨
）

〈
燗
〉
色
川
大
吉
石
坂
公
歴
論
（
「
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
」
第
７
号
、
昭
判
・
１
）

永
平
和
雄
近
代
戯
曲
史
序
説
（
上
）
ｌ
再
検
討
の
た
め
の
ノ
ー
ト
ー
（
「
文
学
」
昭
仙
・
１
）

色
川
大
吉
透
谷
と
演
劇
ｌ
日
本
新
劇
史
を
拓
く
も
の
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
㈹
・
２
）
・

中
村
光
夫
透
谷
と
独
歩
〈
言
葉
の
芸
術
Ⅲ
〉
（
「
群
像
」
昭
仙
・
２
）
↓
『
言
葉
の
芸
術
」
講
談
社
、
昭
仙
・
８

中
山
栄
暁
透
谷
と
文
体
（
「
日
本
文
学
」
昭
仙
・
２
）
↓
『
作
家
の
姿
勢
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
６
．
６

木
戸
清
平
北
村
透
谷
と
水
戸
ｌ
父
快
蔵
の
履
歴
書
と
あ
わ
せ
て
Ｉ
（
「
郷
士
文
化
」
第
６
号
、
昭
判
・
３
）
↓
『
近
代
文
学
と

茨
城
」
木
戸
清
平
遺
稿
刊
行
会
、
昭
鞭
・
１

＊
藤
本
敏
夫
北
村
透
谷
ノ
ー
ト
（
「
ク
ラ
レ
ッ
ト
・
サ
マ
ー
ジ
ュ
」
第
１
、
３
号
、
昭
仙
・
３
、
虹
・
岨
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
の
位
置
と
意
味
ｌ
文
学
理
念
喪
失
の
状
況
に
た
い
し
て
Ｉ
（
「
国
文
学
」
昭
艸
・
４
）
〈
特
集
明
治
文

学
の
問
題
点
〉
↓
『
北
村
透
谷
論
』

中
村
光
夫
作
品
解
説
言
北
村
透
谷
集
附
文
学
界
派
』
〈
日
本
現
代
文
学
全
集
９
〉
講
談
社
、
昭
如
・
４
）

勝
本
清
一
郎
北
”

文
学
ノ
ー
ト
２
』 北
村
透
谷
と
「
文
学
界
」
（
日
本
近
代
文
学
館
編
「
日
本
の
近
代
文
学
』
読
売
新
聞
社
、
昭
釣
．
Ⅱ
）
↓
「
近
代
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論
〉
（
「
無
名
鬼
」
第
４
～
６
，
８
号
、
昭
仙
・
川
、
似
・
５
、
Ⅲ
、
塊
・
皿
）
↓
「
近
小

平
岡
敏
夫
文
学
界
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
仙
・
皿
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
文
学
雑
誌
事
典
〉
）

典
」
至
文
堂
、
昭
仙
．
ｌ

＊
源
了
円
北
村
透
谷
の
思
想
的
課
題
と
そ
の
自
殺
ｌ
日
本
の
近
代
化
と
知
識
人
の
自
殺

中
山
栄
暁
北
村
透
谷
と
「
昆
太
利
物
語
」
（
「
解
釈
」
昭
仙
・
５
）
↓
「
作
家
の
姿
勢
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
６
．
６

石
阪
幹
将
透
谷
雑
感
Ｉ
（
そ
の
１
）
恋
愛
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
新
し
い
樹
」
第
７
号
、
昭
仙
・
６
）

鍋
島
能
弘
批
評
ｌ
透
谷
の
場
合
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
如
・
６
）

山
下
一
海
芭
蕉
と
北
村
透
谷
（
「
中
興
期
俳
諮
の
研
究
」
桜
楓
社
、
昭
仙
・
６
）

西
田
勝
鴎
外
・
透
谷
紀
元
の
提
案
（
「
図
書
新
聞
」
昭
仙
・
６
．
胆
）

川
合
道
雄
「
文
学
界
」
時
代
の
基
督
教
と
基
督
者
の
実
態
（
「
山
月
子
回
顧
ノ
ー
ト
ー
近
代
の
文
人
・
思
想
家
た
ち
ｌ
」
〈
学
道

叢
書
１
〉
基
督
心
宗
教
団
事
務
局
出
版
部
、
昭
仙
・
７
）

山
田
宗
睦
透
谷
の
水
脈
（
「
文
学
」
昭
判
・
８
）

＊
桶
谷
秀
昭
思
想
的
回
転
の
暗
黒
／
情
況
の
奈
落
／
内
部
生
命
、
自
然
、
死
／
詩
的
根
拠
ｌ
透
谷
詩
の
表
出
位
置
ｌ
〈
北
村
透
谷

論
〉
（
「
無
名
鬼
」
第
４
～
６
，
８
号
、
昭
㈹
．
Ⅲ
、
似
・
５
、
Ⅲ
、
塊
・
皿
）
↓
「
近
代
の
奈
落
」

平
岡
敏
夫
文
学
界
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
仙
・
皿
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
文
学
雑
誌
事
典
〉
）
↓
長
谷
川
泉
編
「
近
代
文
学
雑
誌
事

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
入
門
（
同
右
）
↓
『
北
村
透
谷
論
」
／
色
川
大
吉
北
村
透
谷
年
譜
（
同
右
）
／
平
岡
敏
夫
北
村

透
谷
参
考
文
献
目
録
（
同
右
）
／
小
田
切
秀
雄
戸
川
残
花
の
遺
族
と
樋
口
一
葉
ｌ
研
究
余
滴
Ｉ
（
同
右
月
報
）
↓
「
北
村
透

谷
論
」
／
宮
川
透
北
村
透
谷
の
位
置
（
同
右
月
報
）
／
勝
本
清
一
郎
蓬
莱
曲
の
上
演
（
同
右
月
報
）
↓
「
近
代
文
学
ノ

谷
論
」
／

－
卜
２
」

2
…

（
２
）
Ｉ
（
「
心
」
昭
仙
・
皿
～
４
．
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中
山
栄
暁
藤
村
操
ｌ
遺
書
の
一
句
ｌ
透
谷
に
つ
な
げ
て
Ｉ
（
「
解
釈
」
昭
仙
．
Ⅱ
）

長
谷
川
泉
北
村
透
谷
（
久
松
潜
一
ほ
か
編
「
現
代
日
本
文
学
大
事
典
」
明
治
書
院
、
昭
仙
・
皿
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
の
文
学
（
「
国
文
学
」
昭
仙
・
皿
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
文
学
鑑
賞
の
手
帖
〉
）

北
住
敏
夫
北
村
透
谷
の
文
芸
理
論
（
「
近
代
日
本
の
文
芸
理
論
」
塙
書
房
、
昭
艸
・
胆
）

高
田
瑞
穂
生
き
た
透
谷
・
死
ん
だ
透
谷
（
「
本
の
手
帖
」
第
５
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
仙
・
皿
）
〈
特
集
作
家
と
自
殺
〉

〈
燗
〉
三
田
博
雄
ロ
マ
ン
精
神
と
く
に
北
村
透
谷
と
登
山
（
「
岳
人
」
昭
刎
・
１
）

大
野
幸
子
シ
エ
リ
・
透
谷
を
中
心
と
す
る
一
比
較
文
学
的
考
察
（
「
大
谷
学
報
」
第
妬
巻
第
３
号
、
昭
細
・
３
）

小
玉
晃
一
北
村
透
谷
の
日
記
（
「
本
の
手
帖
」
第
６
巻
第
２
号
、
昭
俎
・
３
）
〈
特
集
作
家
の
日
記
〉
↓
『
比
較
文
学
の
周
辺
』

高
橋
正
夫
浪
曼
的
キ
リ
ス
ト
者
の
運
命
ｌ
透
谷
と
キ
リ
ス
ト
教
・
覚
書
Ｉ
（
「
倫
理
学
年
報
」
第
旧
集
、
昭
刎
・
３
）

田
畑
忍
明
治
二
十
年
代
の
平
和
思
想
ｌ
北
村
透
谷
と
内
村
鑑
三
の
場
合
Ｉ
（
「
同
志
社
法
学
」
第
Ｗ
号
、
昭
軋
・
３
）

平
岡
敏
夫
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
「
我
牢
獄
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
第
妬
号
、
昭
４
．
３
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
』

槇
林
滉
二
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
（
「
国
文
学
孜
」
第
羽
号
、
昭
似
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
』

片
桐
禎
子
透
谷
評
価
の
あ
と
（
続
）
（
「
藤
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
４
号
、
昭
虹
・
７
）

＊
北
川
透
詩
の
原
理
へ
の
試
論
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
刎
・
７
．
妬
、
８
．
１
，
８
）

吉
田
精
一
透
谷
と
樗
牛
ｌ
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
評
論
Ｉ
（
百
本
の
文
学
」
６
〈
市
民
の
文
学
Ｉ
〉
、
至
文
堂
、
昭
俎
・
８
）

＊
中
山
和
子
北
村
透
谷
（
「
文
芸
研
究
」
第
陥
、
Ⅳ
号
、
昭
仙
・
蛆
、
蛇
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

木
村
毅
情
熱
の
人
ｌ
北
村
透
谷
〈
明
治
大
正
文
学
夜
話
第
別
回
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
刎
・
岨
）
↓
『
明
治
文
学
夜
話
近

笠
間
書
院
、
昭
銘
・
７
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〈
Ｗ
〉

三
好
行
雄

柳
田
泉

安
住
誠
悦

野
田
宇
太
郎

猪
野
謙
二

色
川
大
吉

昭
囎
・
９

片
桐
禎
子
透
谷
論
覚
え
書
／
「
民
衆
」
北
村
透
谷
号
解
題
・
復
刻
／
近
代
文
学
研
究
叢
書
２
北
村
透
谷
資
料
年
表
（
正
誤
表
）

（
「
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
」
第
１
号
、
昭
蛇
・
３
）

小
松
博
透
谷
の
文
学
観
（
「
国
語
教
育
ｌ
研
究
と
実
践
ｌ
」
第
４
号
、
昭
蛇
・
３
）

実
方
清
〔
ほ
か
〕
明
治
文
芸
に
お
け
る
基
督
教
の
受
容
（
「
関
西
学
院
大
学
共
同
研
究
紀
要
」
Ｉ
〈
明
治
研
究
〉
、
昭
蛇
・
３
）

久
山
康
〔
ほ
か
〕
日
本
の
近
代
化
と
伝
統
（
同
右
）

篠
崎
寿
子
北
村
透
谷
と
山
路
愛
山
（
「
法
政
大
学
大
学
院
日
本
文
芸
批
評
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
集
」
昭
蛇
・
３
）

香
川
良
成
北
村
透
谷
の
演
劇
観
ｌ
「
蓬
莱
曲
」
よ
り
「
劇
詩
の
前
途
如
何
」
へ
Ｉ
（
同
右
）

森
下
幸
雄
北
村
透
谷
ｌ
愛
と
死
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
土
佐
の
教
育
」
第
２
号
、
昭
岨
・
３
）

中
山
栄
暁
透
谷
と
俳
句
（
「
解
釈
」
昭
蛇
・
４
）
↓
「
作
家
の
姿
勢
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
６
．
６

玉
井
乾
介
眼
の
人
・
執
念
の
人
勝
本
清
一
郎
氏
の
こ
と
（
「
図
書
新
聞
」
昭
岨
・
４
．
咽
）

代
精
神
と
文
壇
」
至
文
堂
、
昭
帥
．
Ⅱ

好
行
雄
複
眼
に
つ
い
て
ｌ
「
春
」
と
「
文
学
界
」
Ｉ
（
『
藤
村
全
集
」
第
３
巻
月
報
、
筑
摩
書
房
、
昭
蛇
．
１
）

田
泉
透
谷
と
藤
村
（
同
右
）

住
誠
悦
最
近
に
お
け
る
透
谷
研
究
の
展
望
（
「
国
文
学
」
昭
岨
・
２
）
↓
「
浪
漫
主
義
文
学
」

田
宇
太
郎
透
谷
の
墓
（
「
文
学
の
故
郷
」
大
和
書
房
、
昭
岨
・
２
）

野
謙
二
内
部
堆
命
論
（
吉
田
精
一
ほ
か
編
「
近
代
文
学
名
作
事
典
」
学
燈
社
、
昭
蛇
・
３
）

川
大
吉
多
摩
と
透
谷
周
辺
の
人
び
と
ｌ
亡
び
ゆ
く
明
治
の
面
影
Ｉ
（
「
図
書
」
昭
蛇
・
３
）
↓
『
明
治
の
精
神
」
筑
摩
書
房
、
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勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
（
同
右
）

福
田
光
治
北
村
透
谷
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
本
の
手
帖
」
昭
岨
・
５
）
〈
特
集
近
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
〉

槇
林
滉
二
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
ｌ
そ
の
文
明
批
評
の
関
連
性
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
６
集
、

「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
。
「
北
村
透
谷
と
徳
當
蘇
峰
」

窪
川
精
治
「
楚
囚
之
詩
」
の
思
い
州
（
「
日
本
古
書
通
信
」
昭
蛇
・
６
）

八
木
福
次
郎
三
十
銭
が
八
十
万
円
に
「
楚
囚
之
詩
」
拾
遺
（
同
右
）

平
岡
敏
夫
自
由
民
権
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
岨
・
６
）

福
田
光
治
エ
マ
ソ
ン
と
北
村
透
谷
（
「
日
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
過
巻
第
６
号
、
昭
岨
・
６
）

平
岡
敏
夫
透
谷
か
ら
藤
村
へ
（
三
好
行
雄
編
『
島
崎
藤
村
必
携
」
〈
日
本
文
学
必
携
シ
リ
ー
ズ
７
〉
学
燈
社
、

井
上
弘
「
実
」

集
、
昭
岨
・
５
）

勝
本
清
一
郎
北
碁

福
田
光
治
北
村
宏

槇
林
滉
二
北
村
犀

平
岡
敏
夫
自
由
民
権
運
動
と
文
壇
ｌ
透
谷
・
独
歩
の
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
Ｉ
（
「
国
文
学
」
昭
岨
・
９
）
↓
『
日
本
近
代

文
学
史
研
究
』
有
精
堂
出
版
、
昭
“
・
６

佐
藤
泰
正
濃
情
ｌ
透
谷
に
ふ
れ
て
Ｉ
（
「
兄
弟
」
第
Ⅲ
号
、
昭
岨
．
Ⅲ
）
↓
『
文
学
と
宗
教
の
間
」
国
際
日
本
研
究
所
、
昭

佐関
号藤

良
昭勝一
42

・徳近
9富代
…ユー

「
北
村
透
谷
研
究
」

良
一
近
代
文
学
と
謡
曲
（
「
観
世
」
昭
塊
・
８
）
↓
「
考
証
と
試
論
二
葉
亭
・
透
谷
』

勝
徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷
ｌ
明
治
二
十
年
代
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
・
そ
の
一
面
Ｉ

の
思
想
・
「
虚
」
の
思
想
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
に
関
連
し
て
Ｉ
（
「
か
な
が
わ
高
校
国
語
の
研
究
」
第
３

（
「
国
語
科
通
信
」
第
６

昭
岨
・
７
）
‐
↓

昭
岨
・
５
）
↓
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＊
佐
藤
直
彦
北
村
透
谷
伝
（
ヨ
両
○
シ
冠
詞
向
の
⑦
ご
国
罰
罰
厘
創
刊
、
２
号
、
昭
蛇
．
Ⅱ
、
鳴
・
６
）

佐
藤
泰
正
透
谷
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
評
論
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
一
試
論
Ｉ
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
７
集
、
昭
蛇
．
Ⅱ
）
↓

「
文
学
と
宗
教
の
間
」
国
際
日
本
研
究
所
、
昭
“
・
７
。
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

＊
浅
野
晃
透
谷
に
お
け
る
桃
青
／
北
村
透
谷
の
死
〈
日
本
俳
人
伝
〉
（
「
俳
句
研
究
」
昭
岨
・
皿
、
偲
・
２
）

色
川
大
吉
新
透
谷
像
の
出
現
ｌ
平
岡
敏
夫
氏
の
近
業
に
寄
せ
て
Ｉ
（
「
思
想
」
昭
狸
・
皿
）

宍
道
達
明
治
二
十
六
年
創
刊
「
「
文
学
界
」
の
文
学
運
動
』
研
究
覚
書
の
中
「
文
学
界
」
同
人
の
筆
名
（
「
広
島
女
学
院
大
学

論
集
」
通
巻
第
Ⅳ
集
、
昭
蛇
・
里

高
橋
渡
「
風
流
」
を
巡
っ
て
の
透
谷
像
烏
撤
北
村
透
谷
論
１
（
「
知
己
」
第
９
号
、
昭
岨
・
岨
）

中
山
和
子
透
谷
と
愛
山
ｌ
文
学
概
念
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
蛇
・
皿
）

槇
林
滉
二
内
部
生
命
論
の
流
れ
Ｉ
北
村
透
谷
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
「
近
代
文
学
試
論
」
第
４
号
、
昭
蛇
・
皿
）

〈
燗
〉
竹
田
日
出
夫
「
宿
魂
鏡
」
の
成
立
過
程
（
「
日
本
文
学
」
昭
偲
・
１
）
↓
「
渇
仰
と
復
活
の
挿
画
」

福
田
和
子
「
楚
囚
之
詩
」
に
お
け
る
符
号
に
つ
い
て
（
「
文
芸
論
叢
」
第
４
号
、
昭
偲
・
２
）

阿
部
正
路
序
説
・
北
村
透
谷
（
「
批
評
」
第
Ⅱ
号
、
昭
鳴
・
３
）
↓
「
疎
外
者
の
文
学
」
桜
楓
社
、
昭
妬
・
１

中
島
義
生
北
村
透
谷
と
悪
の
す
す
め
（
「
理
想
」
昭
岨
・
岨
）

中
村
光
夫
人
と
文
学
（
『
坪
内
道
遥
・
二
葉
亭
四
迷
・
北
村
透
谷
集
」
〈
現
代
文
学
大
系
１
〉
解
説
、
筑
摩
書
房
、
昭
蛇
・
川
）

平
岡
敏
夫
透
谷
と
国
府
津
・
小
田
原
（
同
右
月
報
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
第
三
』
／
三
好
行
雄
感
傷
的
な
透
谷
像
（
同

右
月
報
）

鳴
・
７
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石
崎
一
正
歌
え
汝
が
泰
平
の
歌
を
ｌ
北
村
透
谷
伝
Ｉ
（
「
現
代
演
劇
」
４
、
昭
娚
・
５
）

川
俣
晃
自
透
谷
の
こ
と
な
ど
（
「
月
に
嚥
く
」
〈
透
谷
生
誕
百
年
記
念
上
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
文
化
座
、
昭
鳴
・
６
）

貝
山
武
久
月
に
輪
く
（
同
右
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
（
「
国
文
学
」
昭
娚
・
６
、
臨
時
増
刊
〈
現
代
文
学
研
究
の
手
帖
〉
）

＊
山
木
幸
一
西
行
享
受
史
稿
ｌ
文
学
界
前
後
Ｉ
（
「
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
２
、
３
号
、
昭
鳴
・
６
、
仏
・
６
）
↓

「
西
行
和
歌
の
形
成
と
受
容
」
明
治
書
院
、
昭
舩
・
５

桶
谷
秀
昭

佐
藤
善
也

料
叢
書
〉

（
マ
マ
）
、

色
川
大
吉
透
谷
と
蒼
海
ｌ
「
大
矢
正
夫
自
徐
伝
」
の
発
見
に
よ
せ
て
Ｉ
（
同
右
）

（
マ
マ
）

鈴
木
龍
二
「
大
矢
正
夫
自
徐
伝
』
の
こ
と
（
同
右
）

野
田
宇
太
郎
透
谷
の
墓
〈
首
都
圏
掌
篇
文
学
散
歩
略
〉
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
鳴
・
３
．
釦
朝
刊
）

桶
谷
秀
昭
近
代
文
学
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
「
東
洋
学
術
研
究
」
第
７
巻
第
１
号
、
昭
娚
・
４
）

↓
『
増
補
版
士
着
と
情
況
」
国
文
社
、
昭
“
・
８

桶
谷
秀
昭
仮
構
の
倫
理
ｌ
近
代
想
像
力
の
奈
落
（
「
文
芸
」
昭
娚
・
４
）
↓
『
仮
構
の
冥
暗
」
冬
樹
社
、
昭
仏
・
皿

佐
藤
善
也
「
蓬
莱
曲
」
の
世
界
ｌ
透
谷
の
自
画
像
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
娚
・
４
）
↓
『
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資

橋
浦
兵
一
明
治
文
学
の
主
題
語
ｌ
「
人
情
」
と
「
情
熱
」
Ｉ
（
「
宮
城
教
育
大
学
紀
要
」
第
２
巻
、
昭
粥
・
３
）
↓
「
作
家
の

育
て
た
こ
と
ば
』
南
雲
堂
、
昭
帥
・
５

平
岡
敏
夫
透
谷
の
「
文
学
」
像
（
「
文
学
」
昭
偲
・
３
）
↓
「
日
本
近
代
文
学
史
研
究
』
有
精
堂
出
版
、
昭
“
・
６
。
「
続
北
村

透
谷
研
究
」
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

Ｉ
北
村
透
谷
（
木
俣
修
編
「
文
士
の
筆
壁
３
〈
詩
人
篇
〉
、
二
玄
社
、
昭
偲
・
６
）

佐
藤
泰
正
文
学
と
宗
教
ｌ
藤
村
か
ら
透
谷
へ
．
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
士
着
化
の
問
題
に
ふ
れ
て
Ｉ
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

鳴
・
７
）
↓
「
文
学
そ
の
内
な
る
神
」
桜
楓
社
、
昭
紛
・
３

＊
北
川
透
北
村
透
谷
・
試
論
（
「
あ
ん
か
る
わ
」
第
岨
、
別
、
躯
～
別
、
羽
、
別
、
郡
～
岨
号
、
昭
鳴
・
８
、
皿
、
“
・
７
、

岨
、
妬
・
４
，
８
、
岨
、
妬
．
３
，
７
、
Ⅱ
、
岬
・
３
，
７
、
囎
・
４
，
７
、
皿
、
⑲
・
４
，
８
、
Ⅱ
、
帥
・
３
，
６
、
Ⅲ
）

↓
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
」
（
羽
号
ま
で
）
。
「
内
部
生
命
の
砦
」
（
蛇
号
ま
で
）
。
「
〈
蝶
〉
の
行
方
」

＊
野
山
嘉
正
「
内
部
生
命
論
」
に
お
け
る
世
界
像
の
変
質
ｌ
透
谷
試
論
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
娼
・
８
，
９
）
↓
「
北
村
透

谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

小
沢
勝
美
北
村
透
谷
像
に
つ
い
て
ｌ
平
岡
・
色
川
・
桶
谷
氏
の
問
題
提
起
を
中
心
に
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
鳴
・
９
）
↓
「
北

村
透
谷
原
像
と
水
脈
」

中
野
敬
次
郎
北
村
透
谷
二
小
田
原
近
代
百
年
史
』
形
成
社
、
昭
偲
・
９
）

笹
淵
友
一
最
も
高
く
見
、
遠
く
見
た
人
北
村
透
谷
の
生
誕
百
年
に
あ
た
っ
て
（
「
サ
ン
ケ
イ
新
聞
」
昭
鳴
・
９
．
７
夕
刊
）

大
山
功
北
村
透
谷
（
「
近
代
日
本
戯
曲
史
」
１
〈
明
治
篇
〉
、
近
代
日
本
戯
曲
史
刊
行
会
、
昭
鳴
．
Ⅲ
）

福
田
光
治
エ
マ
ソ
ン
と
北
村
透
谷
（
「
比
較
文
学
」
第
Ⅱ
巻
、
昭
鳴
．
Ⅲ
）
英
文
と
和
文
要
旨

前
田
愛
透
谷
伝
の
一
資
料
（
成
践
大
学
「
文
学
部
ニ
ュ
ー
ス
」
昭
娚
・
Ⅲ
）

浅
川
淳
北
村
透
谷
に
つ
い
て
（
「
日
本
近
代
小
説
覚
え
書
」
中
央
大
学
出
版
部
、
昭
娚
．
Ⅱ
）

加
藤
晋
一
透
谷
か
ら
啄
木
へ
（
「
文
化
評
論
」
昭
偲
．
Ⅱ
）

作
田
啓
一
恋
愛
観
と
家
族
観
ｌ
北
村
透
谷
と
巌
本
善
治
ｌ
舌
田
光
ほ
か
編
「
近
代
日
本
思
想
史
大
系
」
１
〈
近
代
日
本
社
会
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加
藤
晋
一
北
村
透
谷
生
誕
百
年
に
よ
せ
て
（
「
赤
旗
」
昭
偲
．
ｕ
・
路
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
』
（
名
著
複
刻
全
集
編
集
委
員
会
編
「
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
作
品
解
題
ｌ
明
治
前

期
ｌ
」
日
本
近
代
文
学
館
、
昭
鳴
・
岨
）
↓
『
北
村
透
谷
論
』

壺
井
繁
治
透
谷
に
つ
い
て
の
小
さ
な
感
想
ｌ
そ
の
生
誕
百
年
に
寄
せ
て
Ｉ
（
「
文
化
評
論
」
昭
娚
・
皿
）

〈
Ⅷ
〉
清
水
茂
明
治
の
革
命
ｌ
透
谷
と
秋
水
Ｉ
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
“
．
ｌ
）

＊
高
橋
正
幸
日
本
平
和
会
覚
書
（
「
桐
朋
学
報
」
第
肥
、
別
号
、
昭
必
・
１
、
妬
・
岨
）

か
じ
て
っ
や
北
村
透
谷
ｌ
奈
落
思
想
に
対
す
る
気
鯵
病
の
功
罪
ｌ
〈
現
代
文
学
者
の
病
蹟
皿
〉
（
「
中
外
医
薬
」
昭
“
・
２
）
↓

春
原
千
秋
・
梶
谷
哲
男
「
現
代
文
学
者
の
病
蹟
」
新
宿
書
房
、
昭
輔
・
６

阪
本
越
郎
北
村
透
谷
（
伊
藤
信
吉
ほ
か
編
「
現
代
詩
鑑
賞
講
座
」
２
〈
新
し
き
詩
歌
の
時
代
（
近
代
詩
篇
Ｉ
）
〉
、
角
川
書
店
、

昭
“
・
２
）
「
楚
囚
之
詩
（
抄
）
」
「
蓬
莱
曲
（
抄
）
」
「
眠
れ
る
蝶
」
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
を
収
録

松
田
芳
子
「
蓬
莱
曲
」
よ
り
み
る
北
村
透
谷
（
「
国
文
学
ノ
ー
ト
」
第
６
号
、
昭
仏
・
３
）

山
田
肇
透
谷
の
場
合
（
秋
庭
太
郎
編
『
明
治
近
代
劇
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
別
〉
月
報
、
筑
摩
書
房
、
昭
“
・
３
）

思
想
史
Ｉ
〉
、
有
斐
閣
、
昭
鳴
．
Ⅱ
）
↓
『
仮
構
の
感
動
」
筑
摩
書
房
、
平
２
．
６

佐
藤
泰
正
透
谷
と
藤
村
（
「
日
本
近
代
詩
と
キ
リ
ス
ト
教
』
新
教
出
版
社
、
昭
鳴
．
Ⅱ
）

平
岡
敏
夫
近
代
文
学
者
の
思
想
家
と
し
て
の
意
義
ｌ
透
谷
・
漱
石
に
ふ
れ
て
Ｉ
（
「
東
書
高
校
通
信
国
語
」
昭
鳴
．
Ⅱ
）

平
岡
敏
夫
透
谷
像
に
つ
い
て
ｌ
小
沢
氏
の
〃
整
理
〃
に
反
論
す
る
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
偲
．
Ⅱ
）

Ｉ
〃
ま
ぼ
ろ
し
〃
の
初
版
北
村
透
谷
「
楚
囚
之
詩
」
（
「
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
出
版
ニ
ュ
ー
ス
」
第
８
号
、

昭
娚
．
Ⅱ
）
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

前
田
愛

“
・
４
）

越
智
治
雄

＊
増
淵
恒
吉

佐
藤
泰
正

“
・
５
）

＊
小
田
切
秀
雄
日
本
近
代
文
学
史
把
握
と
透
谷
観
の
問
題
（
「
文
学
」
昭
“
・
４
～
７
）
↓
『
北
村
透
谷
論
」

笹
淵
友
一
文
学
自
律
と
文
学
功
用
論
ｌ
人
生
相
渉
論
争
を
め
ぐ
る
透
谷
と
愛
山
１
（
「
講
座
日
本
文
学
の
争
点
』

明
治
書
院
、
昭
“
・
４
）
↓
「
明
治
大
正
文
学
の
分
析
』
明
治
書
院
、
昭
妬
．
Ⅱ

前
田
愛
近
世
か
ら
近
代
へ
ｌ
愛
山
・
透
谷
の
文
学
史
を
め
ぐ
っ
て
’
二
講
座
日
本
文
学
」
９
〈
近
代
篇
Ｉ
〉
、

“
・
４
）
↓
『
幕
末
・
維
新
期
の
文
学
」
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
卿
・
的

越
智
治
雄
劇
詩
の
季
節
（
同
右
）
↓
『
明
治
大
正
の
劇
文
学
』
塙
書
房
、
昭
妬
・
９

＊
増
淵
恒
吉
「
北
村
透
谷
の
生
涯
」
〈
学
習
指
導
〉
（
「
国
語
展
望
」
第
躯
～
別
号
、
昭
“
・
４
，
町
、
媚
・
２
）

佐
藤
泰
正
近
代
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
透
谷
・
芥
川
を
軸
と
し
て
’
二
講
座
日
本
文
学
』
岨
〈
近
代
篇
Ⅱ
〉
、

丸
山
静
透
谷
に
つ
い
て
（
同
右
月
報
）
／
石
丸
久
愛
山
・
透
谷
論
争
の
前
後
（
同
右
月
報
）
／
谷
沢
永
一

谷
・
山
路
愛
山
研
究
案
内
（
同
右
月
報
）

桶
谷
秀
昭
北
村
透
谷
の
批
評
精
神
（
「
中
央
大
学
新
聞
」
昭
“
・
６
・
別
）
↓
「
仮
構
の
冥
暗
」
冬
樹
社
、
昭
“
・
吃

阿
部
知
二
近
代
日
本
の
反
戦
の
歴
史
（
『
良
心
的
兵
役
拒
否
の
思
想
』
〈
岩
波
新
書
〉
岩
波
書
店
、
昭
“
・
７
）

藪
禎
子
北
村
透
谷
に
お
け
る
国
民
・
民
衆
の
問
題
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
Ⅲ
集
、
昭
“
・
５
）

伊
藤
敬
一
『
文
学
界
』
に
お
け
る
浪
漫
主
義
の
構
造
平
田
禿
木
・
戸
川
残
花
・
北
村
透
谷
を
め
ぐ
っ
て
（
「
法
政
大
学
教
養

部
紀
要
」
通
巻
第
圃
号
、
昭
“
・
６
）

紅
野
敏
郎
・
佐
々
木
啓
之
北
村
透
谷
年
譜
／
著
作
目
録
亀
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
大
系
６
〉
筑
摩
書
房
、

昭
44

6

５
〈
近
代
編
〉
、

三
省
堂
、
昭

三
省
堂
、
昭

北
村
透
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料
叢
書
〉

平
岡
敏
夫

北
川
透

思
潮
社
、

桶
谷
秀
昭

笠
原
芳
光
美
的
な
も
の
と
宗
教
的
な
も
の
ｌ
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
冒
邑
の
局
雪
」
第
６
巻
第
４
号
、
昭
“
・
川
）
↓
「
信
と
不

信
の
文
学
」
未
来
社
、
昭
茄
．
Ⅱ

中
村
完
「
楚
囚
之
詩
」
考
〈
透
谷
論
〉
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
Ⅱ
集
、
昭
“
・
川
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資

藪
禎
子
北
村
透
谷
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
判
・
７
）
〈
特
集
「
近
代
文
学
研
究
史
」
論
〉

藪
禎
子
透
谷
晩
年
の
境
地
（
「
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
」
第
５
．
６
合
併
号
、
昭
“
・
７
）

石
阪
幹
将
北
村
透
谷
論
ｌ
そ
の
孤
立
・
孤
独
の
意
味
Ｉ
（
冒
両
○
シ
弔
詞
固
め
の
ご
同
両
罰
固
（
ｚ
シ
の
）
」
第
４
号
、
昭
“
・
８
）

平
岡
敏
夫
透
谷
・
愛
山
評
価
と
近
代
文
学
史
像
（
「
文
学
」
昭
“
・
８
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

三
浦
泰
生
北
村
透
谷
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
ｌ
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
意
味
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
“
・
８
）
↓
「
近
代
文

学
に
つ
い
て
の
私
的
覚
え
書
き
』
近
代
文
芸
社
、
昭
開
・
岨

島
本
恒
透
谷
祭
の
記
録
’
二
十
二
年
を
中
心
に
Ｉ
（
「
西
相
文
学
」
第
８
号
、
昭
必
・
９
）

平
岡
敏
夫
戦
後
の
文
学
史
像
と
透
谷
像
（
「
文
学
」
昭
“
・
９
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

三
浦
仁
北
村
透
谷
（
吉
田
精
一
・
分
銅
惇
作
編
「
近
代
詩
鑑
賞
辞
典
」
東
京
堂
出
版
、
昭
“
・
９
）
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
を
収

録浦

透
谷
文
学
の
魅
力
ｌ
地
底
と
天
空
と
Ｉ
（
「
文
学
」
昭
“
・
皿
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

杼
情
に
お
け
る
近
代
と
反
近
代
の
原
点
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
“
．
Ⅱ
）
↓
「
北
川
透
詩
集
」
〈
現
代
詩
文
庫
囎
〉

昭
卿
・
６
。
「
〈
蝶
〉
の
行
方
』

北
村
透
谷
ｌ
近
代
の
暗
冥
Ｉ
（
同
右
）
↓
「
凝
視
と
衝
復
』
上
、
冬
樹
社
、
昭
妬
・
９
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鹿
野
政
直

〈
Ⅶ
〉
上
村
武
男

長
谷
川
勉

渡
辺
奨

小
牧
久
美
子

沼
謙
吉

平
岡
敏
夫

槇
林
滉
二

小
林
一
郎

辻
本
雄
一

妬
・
４
）

吉
田
精
一

北
川
透

の
渇
き
」

坂
本
浩

層
心
理
」

桶
谷
秀
昭

妬
・
９

近
代
作
家
の
見
た
芭
蕉
（
加
藤
鰍
邨
編
『
芭
蕉
の
本
』
第
２
巻
く
詩
人
の
生
涯
〉
、
角
川
書
店
、
昭
妬
・
４
）

市
民
的
変
革
思
想
の
観
念
論
的
展
開
二
資
本
主
義
形
成
期
の
秩
序
意
識
」
筑
摩
書
房
、
昭
“
・
里

北
村
透
谷
の
死
二
帰
巣
者
の
悲
し
み
」
上
村
武
男
、
昭
妬
・
１
）

フ
ァ
ウ
ス
ト
と
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
に
関
す
る
一
考
察
（
「
学
苑
」
昭
妬
・
２
）

北
村
透
谷
と
樋
口
一
葉
（
「
年
刊
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
一
九
七
○
年
版
、
昭
妬
・
２
）

透
谷
に
お
け
る
自
我
解
放
の
方
向
（
「
国
文
学
論
叢
」
第
阻
輯
、
昭
妬
・
３
）

北
村
透
谷
〈
川
口
を
愛
し
た
人
び
と
〉
（
「
郷
士
・
川
口
の
歴
史
」
八
王
子
市
立
川
口
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
昭
妬
・
３
）

透
谷
の
文
学
（
「
日
本
文
化
の
歴
史
」
皿
〈
開
化
の
日
本
〉
、
学
習
研
究
社
、
昭
妬
・
３
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
』

北
村
透
谷
に
お
け
る
歴
史
意
識
ｌ
「
史
」
の
問
題
Ｉ
（
「
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
」
第
４
巻
、
昭
妬
・
３
）

北
村
透
谷
（
「
近
代
作
家
素
描
論
」
創
研
社
、
昭
妬
・
４
）

透
谷
の
「
明
治
文
学
管
見
」
に
つ
い
て
ｌ
「
文
学
」
意
識
と
「
文
学
史
」
意
識
の
狭
間
か
ら
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭

幻
の
透
谷
・
非
人
称
の
愚
人
ｌ
吉
増
剛
造
「
頭
脳
の
塔
』
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
現
代
詩
手
帖
」
昭
“
。
Ⅱ
）
↓
「
幻
野

思
潮
社
、
昭
妬
・
９

浪
漫
精
神
の
一
特
質
ｌ
マ
リ
ア
的
な
も
の
Ｉ
（
「
成
城
国
文
学
論
集
」
第
２
輯
、
昭
“
．
Ⅱ
）
↓
「
近
代
作
家
の
深

明
治
書
院
、
昭
蛆
・
９

情
況
Ⅷ
Ⅱ
月
〈
文
学
・
思
想
〉
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
“
．
Ⅱ
．
Ⅳ
）
↓
『
凝
視
と
坊
復
』
下
、
冬
樹
社
、
昭
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＊
坂
口
博
志
北
村
透
谷
・
ノ
ー
ト
（
「
契
機
」
第
２
、
３
号
、
昭
妬
・
６
、
妬
・
２
）

清
水
茂
書
か
れ
ざ
る
「
狭
穂
姫
」
と
「
宿
魂
鏡
」
ｌ
透
谷
文
学
の
一
面
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
岨
集
、
昭
妬
・
６
）
↓

「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉

平
岡
敏
夫
人
生
相
渉
論
争
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
妬
・
６
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

瀬
沼
茂
樹
解
説
（
谷
崎
潤
一
郎
ほ
か
編
「
日
本
の
文
学
』
刀
〈
名
作
集
（
一
）
〉
、
中
央
公
論
社
、
昭
妬
・
７
）
「
人
生
に
相
渉

る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
を
収
録
。
他
に
注
解
・
年
譜

辻
本
雄
一
透
谷
の
「
富
士
」
登
山
ｌ
明
治
十
七
年
の
透
谷
の
す
が
た
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
妬
・
８
）

槇
林
滉
二
横
井
小
楠
実
学
の
一
系
譜
ｌ
い
わ
ゆ
る
透
谷
的
な
る
も
の
の
反
措
定
Ｉ
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
」

野
山
嘉
正
北
村
透
谷
「
蓬
莱
曲
」
柳
田
素
雄
の
「
お
の
れ
」
（
「
国
文
学
」
昭
妬
・
８
）

小
田
切
秀
雄
「
北
村
透
谷
論
」
の
書
評
に
反
駁
す
る
桶
谷
秀
昭
氏
へ
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
妬
・
８
．
Ⅳ
）

玉
井
乾
介
注
解
（
「
北
村
透
谷
選
集
』
〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
昭
妬
・
９
）

＊
本
多
仁
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
ノ
ー
ト
ー
蘇
峰
・
透
谷
・
愛
山
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
情
念
」
第
１
～
３
号
、
昭
妬
・
９
、

桶
谷
秀
昭
明
治
散
文
の
思
想
と
文
体
ｌ
鑑
三
、
愛
山
、
透
谷
、
諭
吉
（
「
国
語
通
信
」
第
伽
号
、
昭
妬
・
５
）
↓
「
凝
視
と
祐

僅
」
上
、
冬
樹
社
、
昭
妬
・
９

中
野
敬
次
郎
北
村
透
谷
の
祖
父
北
村
玄
快
と
父
北
村
快
蔵
〈
小
田
原
医
家
伝
そ
の
ｕ
〉
（
「
や
ま
び
こ
」
第
刈
号
、
昭
妬
・
５
）

和
田
周
三
自
然
・
人
生
・
文
学
ｌ
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
第
棚
号
、
昭
妬
・
５
）

小
牧
久
美
子
北
村
透
谷
の
文
学
観
ｌ
人
生
相
渉
論
争
を
通
し
て
Ｉ
（
「
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
９
集
、
昭
妬
．

6
ー
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第
３
号
、

〈
Ⅵ
〉
川
西
健
介

佐
藤
善
也

片
山
晴
夫’

北
川
透
山
路
愛
山
と
は
誰
か
１
㈲
前
提
的
批
判
（
「
犯
罪
」
第
２
号
、
昭
妬
．
Ⅱ
）
↓
「
内
部
生
命
の
砦
』

前
田
愛
透
谷
の
原
像
（
「
国
語
通
信
」
第
Ⅲ
号
、
昭
蝿
・
皿
）
↓
『
近
代
日
本
の
文
学
空
間
』
新
曜
社
、
昭
開
・
６

村
上
一
郎
「
内
部
生
命
論
」
考
（
「
現
代
詩
手
帖
」
昭
妬
．
Ⅱ
）

山
田
有
策
秘
宮
は
日
本
近
代
に
あ
り
う
る
か
透
谷
と
口
語
散
文
（
同
右
）

織
田
達
朗
・
吉
増
剛
造
・
井
上
輝
夫
・
加
藤
武
揚
・
吉
田
武
史
〈
座
談
会
〉
透
谷
の
原
像
を
求
め
て
（
「
あ
に
ま
る
・
ぴ
ぺ
す
」

妬
．
２
，
９
）

本
間
久
雄
明
遙

藪
禎
子
透
公

究
資
料
叢
書
〉

坂
田
尚
子
扉

桶
谷
秀
昭
小
、

高
田
稔
北
碁

２
号
、
昭
妬
．

久
雄
明
治
浪
漫
派
運
動
序
説
ｌ
透
谷
と
藤
村
と
Ｉ
（
「
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
」
第
銘
号
、
昭
妬
・
９
）

禎
子
透
谷
に
お
け
る
「
思
想
」
（
「
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
」
第
８
号
、
昭
妬
・
９
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研

北
村
透
谷
と
大
手
拓
次
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭
輔
．
ｌ
）

透
谷
の
筆
跡
か
ら
〈
寄
託
資
料
紹
介
〉
（
「
日
本
近
代
文
学
館
図
書
・
資
料
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」
恥
賜
、
昭
輔
・
１
）

「
蓬
莱
曲
」
小
論
ｌ
透
谷
の
古
さ
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
国
語
国
文
学
」
第
略
号
、
昭
輔
・
２
）

北
村
透
谷
〈
近
代
作
家
と
西
欧
文
学
〉
（
「
国
文
学
」
昭
輔
・
２
）

「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
論
（
同
右
）

小
田
切
秀
雄
の
反
論
に
答
え
る
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
妬
・
９
．
７
）

北
村
透
谷
に
関
す
る
若
干
の
考
察
ｌ
勝
本
清
一
郎
氏
の
透
谷
年
譜
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
小
田
原
地
方
史
研
究
」
第

昭
妬
・
皿
）

10
…
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平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
輔
・
５
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
作
家
の
情
炎
誌
〉
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

平
岡
敏
夫
〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
北
村
透
谷
像
の
現
在
平
岡
敏
夫
氏
に
聞
く
（
「
Ｒ
本
読
書
新
聞
」
昭
妬
・
５
．
３
）

谷
沢
永
一
透
谷
像
の
現
代
的
系
譜
小
田
切
秀
雄
の
鮮
明
な
〃
像
“
か
ら
（
同
右
）

橋
浦
兵
一
写
実
／
情
熱
（
「
明
治
の
文
学
と
こ
と
ば
」
〈
評
論
社
叢
書
１
〉
評
論
社
、
昭
囎
・
６
）

平
岡
敏
夫
明
治
浪
漫
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〈
明
治
中
期
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
妬
・
６
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」

関
良
一
北
村
透
谷
〈
作
家
に
み
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
（
同
右
）
↓
『
考
証
と
試
論
二
葉
亭
・
透
谷
』

宮
川
透
・
土
方
和
雄
実
世
界
か
ら
想
世
界
へ
（
「
現
代
日
本
思
想
史
」
２
〈
自
由
民
権
思
想
と
日
本
の
ロ
マ
ン
主
義
〉
、
青
木

橋
詰
静
子
「
慈
善
一

６
号
、
昭
輔
・
５
）

桶
谷
秀
昭
北
村
透
谷
（
「
異
端
の
群
像
』
自
由
書
房
、
昭
船
・
４
）

山
本
捨
三
北
村
透
谷
・
蒲
原
有
明
（
「
現
代
詩
人
論
」
桜
楓
社
、
昭
妬
・
４
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
『
蓬
莱
曲
」
（
名
著
複
刻
全
集
編
集
委
員
会
編
『
特
選
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
ｌ
作
品
解
題
ｌ
」

日
本
近
代
文
学
館
、
昭
輔
・
５
）

永
藤
武
近
代
日
本
の
人
格
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
「
神
道
宗
教
」
第
聞
号
、
昭
輔
・
５
）
↓
『
文
学

と
日
本
的
感
性
」
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
開
・
３

橋
詰
静
子
「
慈
善
事
業
の
進
歩
を
望
む
」
の
執
筆
年
代
に
つ
い
て
ｌ
北
村
透
谷
ノ
ー
ト
の
う
ち
（
「
文
芸
と
批
評
」
第
３
巻
第

野
山
嘉
正

第
５
号
、

桶
谷
秀
昭

山
本
捨
三

書
店
、
昭
妬
・
６
）

昭
妬
・
３
）

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
エ
マ
ソ
ン
の
受
容
ｌ
徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
「
学
習
院
高
等
科
研
究
紀
要
」

－374－



北村透谷参考文献目録（鈴木）

沢
田
泰
紳
透
谷
の
入
信
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
性
格
（
「
山
梨
英
和
短
期
大
学
紀
要
」
第
５
号
、
昭
妬
．
Ⅲ
）

＊
鈴
木
一
正
北
村
透
谷
論
ｌ
透
谷
に
お
け
る
「
牢
獄
」
の
意
味
Ｉ
（
「
風
宴
」
第
７
、
８
号
、
昭
妬
・
皿
、
卿
・
１
）

立
川
昭
二
郎
北
村
透
谷
研
究
ｌ
『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
広
島
商
大
論
集
法
文
編
」
通
巻
第
灼
号
、
昭

中
村
完
「
蓬
莱
曲
」
考
〈
透
谷
論
〉
（
「
日
本
文
学
」
昭
船
・
岨
）

吉
田
精
一
総
説
（
吉
田
精
一
・
浅
井
清
編
「
近
代
文
学
評
論
大
系
』
１
〈
明
治
期
Ｉ
〉
、
角
川
書
店
、
昭
輔
・
岨
）
「
当
世
文
学

の
潮
模
様
」
「
時
勢
に
感
あ
り
」
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
「
明
治
文
学
管
見
」
「
人
生
の
意
義
」
な
ど
７
篇
を
収
録

平
岡
敏
夫
皿

橋
詰
静
子
皿

桶
谷
秀
昭
恥

亀
井
俊
介

昭
妬
・
側
）

口
島
崎
藤
村
の
名
作
に
現
わ
れ
た
透
谷
と
美
那
子
の
愛
〈
町
田
市
文
学
散
歩
（
５
）
〉
（
「
広
報
ま
ち
だ
」
昭
輔
・
８
・

別
）
↓
寺
田
和
雄
「
わ
が
山
旅
、
ま
ち
だ
文
学
散
歩
』
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
平
８
．
６

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
輔
・
９
）
〈
特
集
近
代
文
学
に
お
け
る
「
私
」
〉

橋
詰
静
子
北
村
透
谷
『
蓬
莱
曲
」
（
同
右
）

桶
谷
秀
昭
北
村
透
谷
紀
行
’
二
つ
の
青
春
、
二
つ
の
故
郷
Ｉ
（
「
歴
史
と
人
物
」
昭
妬
・
蛆
）

５７

亀
井
俊
介
ナ
シ
ョ
ナ
ル
文
学
の
探
求
（
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
学
明
治
の
精
神
の
探
求
」
〈
研
究
社
叢
書
〉
研
究
社
出
版
、
刑

吉
増
剛
造
中
△

橋
浦
兵
一
文
壁

藤
井
貞
和
非
一

妬
・
８
．
９
）

妬
・
岨
）

中
心
志
向
ｌ
透
谷
そ
の
他
Ｉ
（
『
吉
増
剛
造
詩
集
』
〈
現
代
詩
文
庫
仙
〉
思
潮
社
、
昭
囎
・
６
）

文
学
史
観
と
こ
と
ば
（
「
春
秋
」
第
Ⅲ
号
、
昭
輔
・
７
）
↓
『
作
家
の
育
て
た
こ
と
ば
」
南
雲
堂
、
昭
帥
・
５

非
望
の
エ
ロ
ス
近
代
の
地
獄
明
治
青
年
・
透
谷
を
め
ぐ
っ
て
〈
時
評
詩
７
月
〉
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭



〈
伽
〉

浅
井
清

＊
吉
田
精
一

帥
・
２

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
輔
・
皿
、
臨
時
増
刊
〈
作
家
と
自
殺
〉
）
↓
「
作
家
と
自
殺
』
至
文
堂
、
昭
卿
・
３

大
原
健
士
郎
北
村
透
谷
・
浪
漫
的
自
殺
（
同
右
）
↓
「
作
家
と
自
殺
」
至
文
堂
、
昭
卿
・
３

佐
藤
善
也
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
ｌ
そ
の
モ
チ
ー
フ
と
テ
ー
マ
ー
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
〃
号
、
昭
輔
・
皿
）

野
山
嘉
正
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
（
「
国
文
学
」
昭
輔
・
皿
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
日
本
文
学
の
歴
史
〉
）

前
田
愛
明
治
前
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
相
（
「
社
会
思
想
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
妬
・
岨
）
↓
「
幕
末
・
維
新
期
の
文
学
』

法
政
大
学
出
版
局
、
昭
卿
・
岨

東
郷
克
美
解
説
ｌ
北
村
透
谷
研
究
史
へ
の
素
描
ｌ
二
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１
）

田
原
勇
作
品
分
析
ｌ
北
村
透
谷
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
三
育
学
院
短
期
大
学
紀
要
」
創
刊
号
、
昭
卿
・
２
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
〈
近
代
日
本
に
お
け
る
思
想
と
文
学
〉
（
「
日
本
文
学
」
昭
卿
・
２
）

平
岡
敏
夫
透
谷
檸

藤
井
信
乃
北
村
》

森
田
実
歳
「
哀
『

菊
池
克
美
維
新
叫

北
川
透
恋
愛
一

「
〈
蝶
〉
の
行
方
」

笹
淵
友
一
北
村
一

大
原
健
士
郎
北
型

佐
藤
善
也
「
富
‐

野
山
嘉
正
北
村
》

前
田
愛
明
治
一

透
谷
像
と
〈
研
究
〉
と
「
続
北
村
透
谷
研
究
』
の
書
評
を
読
ん
で
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
船
・
川
・
妬
）

北
村
透
谷
「
蓬
莱
曲
」
論
（
「
星
美
学
園
短
期
大
学
研
究
論
叢
」
第
４
号
、
昭
輔
．
Ⅱ
）

「
哀
詞
序
」
と
富
井
ま
つ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
妬
．
Ⅱ
）

維
新
と
透
谷
〈
読
者
の
ペ
ー
ジ
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
妬
・
皿
）

恋
愛
詩
に
お
け
る
透
谷
と
藤
村
（
「
藤
村
詩
集
」
〈
日
本
近
代
文
学
大
系
旧
〉
月
報
、
角
川
書
店
、
昭
妬
・
胆
）
↓

解
題
（
同
右
）

北
村
透
谷
〈
評
論
の
系
譜
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
輔
・
蛆
～
ｕ
）
↓
『
近
代
文
芸
評
論
史
明
治
篇
」
至
文
堂
、
昭
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伊
豆
利
彦
・
相
原
和
邦
・
小
沢
勝
美
・
畑
有
三
・
清
水
茂
〈
座
談
会
〉
近
代
文
学
研
究
の
前
提
’
第
恥
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
同
右
）

水
上
勲
「
人
生
相
渉
論
争
」
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
（
「
同
志
社
国
文
学
」
第
７
号
、
昭
“
・
２
）

佐
藤
善
也
回
生
の
試
み
ｌ
「
楚
囚
之
詩
」
小
論
Ｉ
（
「
国
文
学
」
昭
卿
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
創
造
的
営
為
』

北
川
透
み
、
ず
の
う
た
ｌ
「
風
流
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
同
右
）
↓
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
』

辻
本
雄
一
「
我
牢
獄
」
試
論
ｌ
透
谷
の
「
表
現
」
獲
得
の
問
題
と
関
連
し
て
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
妬
集
、
昭
卿
・
３
）

＊
黒
古
一
夫
北
村
透
谷
論
（
「
視
向
」
恥
１
～
５
，
７
、
Ⅲ
、
Ⅱ
、
昭
卿
・
４
，
８
、
Ⅱ
、
鳴
・
２
，
５
、
紛
・
６
、
別
・
６

９
）
↓
「
北
村
透
谷
論
ｌ
天
空
へ
の
渇
望
」

高
橋
渡
透
谷
と
啄
木
憤
怒
の
文
学
１
（
「
知
己
」
第
Ⅳ
号
、
昭
卿
・
４
）

矢
島
幸
運
透
谷
の
宝
マ
ル
ソ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て
／
北
村
門
太
郎
著
作
目
録
（
「
英
学
史
研
究
」
第
４
号
、
昭
卿
・
４
）

色
川
大
吉
透
谷
と
自
由
困
民
党
の
人
び
と
（
『
日
本
人
の
一
○
○
年
』
４
〈
自
由
民
権
運
動
〉
、
世
界
文
化
社
、
昭
卿
・
５
）
↓

『
歴
史
家
の
嘘
と
夢
」
朝
日
新
聞
社
、
昭
蛆
・
３

本
多
仁
人
間
・
北
村
透
谷
（
上
）
ｌ
政
治
的
な
る
も
の
か
ら
人
間
的
な
る
も
の
へ
Ｉ
（
「
情
念
」
第
４
号
、
昭
卿
・
５
）

溝
部
英
章
北
村
透
谷
覚
え
書
㈲
（
「
無
名
鬼
」
第
Ⅳ
号
、
昭
卿
・
５
）

西
田
祥
二
挫
折
の
系
譜
①
ｌ
北
村
透
谷
の
場
合
Ｉ
（
「
未
踏
」
第
２
号
、
昭
卿
・
６
）

広
野
晴
彦
生
田
春
月
と
北
村
透
谷
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
卿
・
６
．
６
夕
刊
）

秋
谷
豊
若
き
挫
折
者
の
肖
像
ｌ
北
村
透
谷
を
中
心
に
Ｉ
（
「
地
球
」
第
弱
号
、
昭
卿
・
７
）
↓
『
杼
情
詩
の
彼
方
』
荒
地
出

版
社
、
昭
別

12
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中
村
完
注
釈
／
筆
者
略
伝
（
同
右
）

鈴
田
克
介
国
家
を
内
か
ら
超
え
る
も
の
北
村
透
谷
と
現
代
（
「
日
本
の
底
流
」
第
４
号
、
昭
卿
・
川
）

吉
増
剛
造
透
谷
と
朗
読
（
「
文
学
界
」
昭
卿
．
Ⅲ
）
↓
「
朝
の
手
紙
」
小
沢
書
店
、
昭
囎
・
皿

工
藤
の
ぼ
る
思
想
の
自
然
過
程
ｌ
透
谷
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
「
斑
」
昭
卿
．
Ⅱ
）

高
橋
喜
久
晴

岡
保
生

至
文
堂
、

和
田
謹
吾

岡
保
生

吉
増
剛
造

昭
別
・
２

佐
藤
泰
正
北
村
透
谷
集
解
説
含
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
」
〈
日
本
近
代
文
学
大
系
９
〉
角
川
書
店
、
昭
卿
・
８
）
↓
『
文
学

そ
の
内
な
る
神
」
桜
楓
社
、
昭
棚
・
３

佐
藤
善
也
北
村
透
谷
集
注
釈
／
北
村
透
谷
参
考
文
献
／
北
村
透
谷
年
譜
（
同
右
）
／
藪
禎
子
透
谷
の
混
沌
（
同
右
月

報
）
／
中
村
素
堂
作
家
の
書
跡
徳
富
蘆
花
・
北
村
透
谷
（
同
右
月
報
）

三
好
豊
一
郎
透
谷
と
「
幻
境
」
の
碑
（
「
読
売
新
聞
」
昭
卿
・
８
．
３
夕
刊
）

川
副
国
基
解
説
（
「
近
代
評
論
集
Ｉ
」
〈
日
本
近
代
文
学
大
系
印
〉
角
川
書
店
、
昭
卿
・
９
）
「
伽
羅
枕
及
び
新
葉
末
集
」
を
収

録

「
文
学
界
」
の
創
刊
（
同
右
）
↓
長
谷
川
泉
編
『
文
壇
史
事
典
」
至
文
堂
、
昭
灯
・
川

北
村
透
谷
の
自
殺
（
同
右
）
↓
長
谷
川
泉
編
「
文
壇
史
事
典
」
至
文
堂
、
昭
卿
・
皿

島
崎
藤
村
と
北
村
透
谷
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
卿
・
７
．
Ⅳ
夕
刊
）
↓
『
わ
た
し
は
燃
え
た
つ
唇
気
楼
」
小
沢
書
店
、

昭
“
・
岨

北
村
透
谷
の
死
（
同
右
）
↓
『
詩
の
幻
影
』
花
神
社
、
昭
認
．
Ⅱ

北
村
透
谷
の
恋
愛
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
卿
・
７
、
臨
時
増
刊
〈
文
壇
史
事
典
〉
）
↓
長
谷
川
泉
編
「
文
壇
史
事
典
」
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色
川
大
吉
埋
も
れ
て
い
た
「
北
村
透
谷
論
」
ｌ
関
文
月
の
遺
業
に
ふ
れ
て
Ｉ
（
「
図
書
」
昭
卿
・
岨
）

桶
谷
秀
昭
明
治
の
知
識
人
ｌ
透
谷
・
啄
木
・
漱
石
Ｉ
（
「
文
学
と
歴
史
の
影
」
北
洋
社
、
昭
々
・
岨
）

北
川
透
近
代
日
本
思
想
に
お
け
る
創
造
と
挫
折
ｌ
思
想
家
と
し
て
の
北
村
透
谷
小
論
’
二
時
の
模
ｌ
北
川
透
初
期
評
論
・

発
言
集
」
死
葬
出
版
会
、
昭
卿
・
里

北
川
透
不
眠
の
詩
ｌ
透
谷
の
詩
の
論
理
Ｉ
（
ヨ
リ
イ
ヵ
」
昭
卿
・
胆
）
↓
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
」

藤
田
修
一
北
村
透
谷
の
自
然
観
ｌ
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
「
一
夕
観
」
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
「
国
学
院
雑
誌
」
昭
卿
・
皿
）

吉
本
隆
明
北
村
透
谷
と
現
代
（
「
敗
北
の
構
造
」
弓
立
社
、
昭
″
・
皿
）

〈
Ⅶ
〉
吉
武
好
孝
北
村
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
と
バ
イ
ロ
ン
の
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
（
「
武
蔵
野
英
米
文
学
」
肌
５
、
昭
偲
・
１
）

上
田
正
行
透
谷
の
文
明
論
ｌ
「
漫
罵
」
を
中
心
に
Ｉ
（
「
東
書
高
校
通
信
国
語
」
第
Ⅲ
号
、
昭
銘
・
２
）

田
原
勇
北
村
透
谷
ｌ
詩
に
見
い
だ
さ
れ
る
思
想
の
変
遷
と
平
和
主
義
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
三
育
学
院
短
期
大
学
紀
要
」
第
２
号
、

坪
内
稔
典
北
村
透
谷
論
（
１
）
（
「
日
時
計
」
第
岨
号
、
昭
銘
・
２
）

＊
片
岡
慾
「
楚
囚
之
詩
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
／
「
蓬
莱
曲
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
／
闘
う
浪
漫
主
義
者
透
谷
〈
北
村
透
谷
研

究
〉
（
「
駒
沢
大
学
短
期
大
学
紀
要
」
創
刊
～
３
号
、
昭
娚
・
３
、
囎
・
３
、
帥
・
３
）
↓
「
近
代
作
家
論
叢
」
新
典
社
、
昭

昭
蛆
・
２
）

坪
内
稔
典
恥

西
川
修
北
村
透
谷
「
蓬
莱
曲
」
と
箱
根
（
「
近
代
日
本
文
学
」
創
刊
号
、
昭
卿
．
Ⅱ
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と
「
弱
者
」
像
ｌ
「
鬼
心
非
鬼
心
」
を
中
心
に
Ｉ
（
「
古
典
と
近
代
文
学
」
第
田
号
、
昭
卿
。
Ⅱ
）
↓

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
と

「
北
村
透
谷
研
究
第
三
」

開
・
６
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‐ 千
趣
会
、
両

矢
島
幸
運
［

平
岡
敏
夫
・

昭
銘
・
４
）

片
山
晴
夫
「
楚
囚
之
彗

澤
村
光
博
北
村
透
谷
‐

野
田
字
太
郎
相
模
湾

千
趣
会
、
昭
銘
・
３
）

笠
原
芳
光
北
村
透
谷
の
信
仰
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
編
『
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ

ス
ト
教
』
新
教
出
版
社
、
昭
銘
・
８
）

芹
沢
俊
介
都
市
は
〈

太
田
賢
一
北
村
透
く

書
房
、
昭
鳴
・
６
）

三
田
博
雄
北
村
透
〈

伊
谷
隆
一
松
陰
と

中
村
完
北
村
透
へ

峰
島
旭
雄
明
治
期

7
…

北
村
透
谷
（
「
山
の
思
想
史
』
〈
岩
波
新
書
〉
岩
波
書
店
、
昭
囎
・
６
）

松
陰
・
透
谷
の
パ
ト
ス
と
革
命
ｌ
節
義
の
熱
意
・
節
義
の
結
局
Ｉ
（
「
伝
統
と
現
代
」
第
朋
号
、
昭
囎
・
７
）

北
村
透
谷
の
詩
ｌ
思
想
と
文
体
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
囎
・
７
）

明
治
期
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
（
Ⅲ
）
ｌ
北
村
透
谷
と
宗
教
Ｉ
（
「
早
稲
田
商
学
」
第
珊
号
、
昭
侶
．

美
と
純
粋
の
詩
神
北
村
透
谷
（
佃
実
夫
編
「
神
奈
川
人
物
風
土
記
』
昭
和
書
院
、
昭
囎
・
４
）

都
市
は
今
、
〈
獄
〉
を
め
ざ
す
故
郷
・
山
の
手
・
近
代
を
繋
ぐ
三
章
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
蛆
・
４
．
５
）

北
村
透
谷
ｌ
「
内
部
生
命
論
」
Ｉ
（
笠
原
一
男
編
『
近
代
日
本
の
名
著
阻
選
」
〈
名
著
入
門
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
学
陽

「
楚
囚
之
詩
」
小
論
ｌ
そ
の
構
成
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
国
語
国
文
学
」
第
陥
号
、
昭
鳴
・
３
）

北
村
透
谷
ｌ
内
部
生
命
論
の
位
相
（
「
詩
と
思
想
」
第
３
巻
第
２
号
、
昭
囎
・
３
）

相
模
湾
岸
の
異
色
詩
人
た
ち
北
村
透
谷
と
木
下
杢
太
郎
（
「
文
学
の
旅
」
６
〈
伊
豆
・
富
士
・
箱
根
・
湘
南
〉
、

日
本
に
お
け
る
「
エ
マ
ス
ン
」
（
「
立
正
大
学
教
養
部
紀
要
」
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
、
第
６
号
、
昭
囎
・
３
）

牢
獄
と
女
性
ｌ
透
谷
の
創
出
イ
メ
ー
ジ
ー
（
「
近
代
社
会
文
学
集
』
〈
日
本
近
代
文
学
大
系
別
〉
月
報
、
角
川
書
店
、
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内
田
勝
彦
北
村
透
谷
と
先
祖
（
「
橘
史
談
会
報
」
特
別
号
、
昭
銘
・
秋
）
発
行
月
不
明

〈
刊
兼
荒
川
法
勝
北
村
透
谷
〈
日
本
の
存
在
の
詩
の
系
譜
〉
（
「
風
」
第
帥
、
馳
号
、
昭
⑱
．
ｌ
、
７
）
↓
「
日
本
の
存
在
の
詩
の
系
譜
」

片
山
晴
夫
「
蓬
莱
曲
」
に
あ
ら
わ
れ
た
恋
愛
像
（
「
近
代
文
学
論
」
第
５
号
、
昭
銘
・
９
）

河
野
信
子
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
（
「
伝
統
と
現
代
」
第
路
号
、
昭
鳴
・
９
）

小
瀬
秒
美
透
谷
に
投
影
し
た
芭
蕉
ｌ
「
松
島
に
於
て
芭
蕉
を
読
む
」
に
触
れ
て
Ｉ
（
「
風
」
第
路
巻
第
９
号
、
昭
蛆
・
９
）

野
山
嘉
正
北
村
透
谷
に
お
け
る
自
己
劇
化
（
「
文
学
」
昭
鳴
・
９
）
↓
『
日
本
近
代
詩
歌
史
」
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
帥
．
Ⅲ

佐
藤
忠
男
伝
統
的
概
念
「
侠
」
と
近
代
北
村
透
谷
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」
解
説
（
「
中
央
公
論
」
昭
鳴
・
川
）
〈
特

集
近
代
日
本
百
年
青
春
を
創
っ
た
書
〉

栂
瀬
良
平
「
春
」
形
成
考
ｌ
透
谷
か
ら
藤
村
へ
・
ニ
ー
チ
ェ
を
媒
介
と
し
て
Ｉ
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
岨
集
、
昭
銘
．
Ⅲ
）

↓
「
島
崎
藤
村
研
究
」
み
ち
の
く
書
房
、
平
８
．
７

源
了
円
北
村
透
谷
論
（
「
講
座
比
較
文
学
』
５
〈
西
洋
の
衝
撃
と
日
本
〉
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
銘
．
Ⅲ
）
↓
「
実
学
思
想

の
系
譜
」
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
例
・
６

吉
増
剛
造
透
谷
の
「
三
日
幻
境
」
な
ど
（
「
ち
く
ま
」
第
別
号
、
昭
蛆
．
Ⅲ
）
↓
「
朝
の
手
紙
」
小
沢
書
店
、
昭
棚
・
阻

色
川
大
吉
ほ
ん
と
の
出
会
い
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
鳴
・
Ⅱ
・
岨
朝
刊
）
↓
「
僚
原
の
こ
え
」
筑
摩
書
房
、
昭
別
・
６

中
山
和
子
北
村
透
谷
（
「
国
文
学
」
昭
銘
・
岨
、
臨
時
増
刊
〈
現
代
文
学
研
究
必
携
〉
）

森
田
実
歳
透
谷
と
ま
つ
（
「
清
泉
女
子
大
学
紀
要
」
第
別
号
、
昭
蛆
・
皿
）

桶
谷
秀
昭
・
北
川
透
く
対
談
〉
透
谷
と
時
代
精
神
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
銘
・
岨
・
Ⅳ
）
↓
桶
谷
秀
昭
「
他
者
へ
の
架
橋
」

国
文
社
、
昭
蛆
・
４
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小
沢
勝
美
透
谷
と
秋
山
国
三
郎
ｌ
龍
子
句
集
「
安
久
多
草
紙
」
の
刊
行
に
よ
せ
て
Ｉ
（
「
５
」
第
５
号
、
昭
蛆
・
３
）
↓
『
透

谷
と
秋
山
国
三
郎
」
。
「
北
村
透
谷
原
像
と
水
脈
』

＊
郷
原
宏
北
村
透
谷
ｌ
虚
空
の
狙
撃
兵
〈
近
代
詩
人
論
２
，
３
〉
（
「
詩
学
」
昭
⑱
．
３
，
４
）

＊
鈴
木
一
正
最
近
に
お
け
る
透
谷
研
究
文
献
目
録
（
「
風
宴
」
第
圃
、
陥
号
、
昭
⑲
・
３
、
帥
・
３
）

玉
城
徹
・
色
川
大
吉
〈
対
談
〉
文
学
と
思
想
（
「
短
歌
」
昭
偲
・
３
）

＊
西
川
修
北
村
透
谷
ｌ
自
由
民
権
運
動
と
中
世
開
眼
Ｉ
（
「
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
」
第
６
、
７
輯
、
昭
蛆
・
３
，
Ｍ
）

＊
川
崎
司
透
谷
年
譜
追
加
・
訂
正
（
「
日
本
文
学
」
昭
⑲
．
２
，
５
）

佐
渡
谷
重
信
前
期
浪
漫
主
義
と
ア
メ
リ
カ
精
神
（
「
ア
メ
リ
カ
精
神
と
近
代
日
本
森
有
礼
か
ら
三
島
由
紀
夫
ま
で
」
弘
文
堂
、

槇
林
滉
二
透
谷
に
お
け
る
発
想
の
限
界
ｌ
儒
学
共
同
体
の
光
芒
Ｉ
（
「
近
代
文
学
試
論
」
第
皿
号
、
昭
蛆
・
２
）
↓
「
北
村
透

土
曜
美
術
社
出
版
販
売
、
平
８
．
７

形
岡
瑛
北
村
透
谷
の
人
生
と
文
学
（
「
日
本
文
学
」
昭
⑱
・
１
）

坂
根
俊
英
「
楚
囚
之
詩
」
論
ｌ
北
村
透
谷
研
究
ノ
ー
ト
ー
（
「
尾
道
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
第
羽
集
、
昭
囎
・
１
）

太
田
三
郎
雑
誌
「
平
和
」
と
北
村
透
谷
ｌ
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運
動
の
意
義
Ｉ
（
「
比
較
文
学
講
座
」
４
〈
日
本
近
代
評
論
〉
、
清

野
山
嘉
正
北
村
透
谷
の
杼
情
詩
ｌ
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」
第
一
分
冊
、
第
別
号
、

谷
と
徳
富
蘇
峰
」

昭
棚
・
２
）

昭
蛆
・
２
）

根
俊
英
「
楚
囚
之
詩
」

田
三
郎
雑
誌
「
平
和
」

水
弘
文
堂
、
昭
紛
・
２
）
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Ｉ
北
村
透
谷
先
祖
は
代
々
医
者
だ
っ
た
出
身
は
小
田
原
前
川
（
「
朝
日
新
聞
」
〔
神
奈
川
版
〕
昭
紛
・
３
．
岨
朝
刊
）

〈
新
聞
記
事
〉
川
崎
版
・
湘
南
版
に
も
掲
載

木
村
毅
「
文
学
界
」
記
伝
ｌ
私
の
感
想
Ｉ
（
増
田
五
良
著
「
明
治
廿
六
年
創
刊
「
文
学
界
」
記
伝
」
付
録
、
国
書
刊
行
会
、

’
内
田
勝
彦
北
村
透
谷
の
先
祖
（
「
国
文
学
春
秋
」
第
４
号
、
昭
紛
・
６
）

青
木
正
次
透
谷
・
病
気
・
言
葉
（
「
日
本
文
学
」
昭
囎
・
７
）

佐
藤
善
也
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と
透
谷
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
創
造
的
営
為
」

木
村
毅

昭
⑱
・
４
）

菅
谷
規
矩
雄

滝
瀬
爵
克
帝

平
岡
敏
夫
》

吉
本
隆
明
咋

千
葉
真
郎

吉
野
静
枝

紛
・
３
）

北
川
透
透
谷
ｌ
そ
の
不
可
能
な
中
心
没
後
八
十
年
を
迎
え
て
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
紛
・
５
．
略
夕
刊
）
↓
「
内
部
生
命
の

砦
一

昭
紛

5
ー

透
谷
の
恋
愛
（
「
明
日
香
」
第
豹
巻
第
３
号
、
昭
棚
・
３
）

北
村
透
谷
研
究
ｌ
「
鬼
心
非
鬼
心
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
東
洋
大
学
短
期
大
学
論
集
日
本
文
学
篇
」
第
Ⅲ
号
、
昭

北
村
透
谷
ｌ
〈
新
体
詩
〉
論
（
そ
の
二
）
、
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト
（
Ⅵ
）
（
「
ユ
リ
ィ
ヵ
」
昭
囎
・
４
）

近
代
日
本
の
夜
明
け
北
村
透
谷
〈
近
代
に
っ
ぼ
ん
思
想
と
人
間
〉
（
「
に
っ
ぼ
ん
」
第
２
巻
第
２
号
、
昭
的
・
４
）

透
谷
か
ら
啄
木
へ
ｌ
近
代
文
学
史
の
一
系
譜
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
紛
・
５
）

北
村
透
谷
小
論
〔
断
片
〕
（
「
吉
本
隆
明
全
著
作
集
」
旧
く
初
期
作
品
集
〉
、
勁
草
書
房
、
昭
棚
・
５
）

北
村
透
谷
没
後
八
○
年
日
本
「
近
代
」
を
突
き
さ
し
現
代
を
射
ぬ
く
眼
光
〈
こ
の
月
の
人
〉
（
「
歴
史
地
理
教
育
」
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色
川
大
吉
・
平
岡
敏
夫
〈
対
談
〉
透
谷
の
魅
力
（
「
文
学
」
昭
蛆
・
７
）
↓
色
川
大
吉
『
文
明
横
議
」
日
本
書
籍
、
昭
別
・
３

＊
高
橋
渡
烏
臓
・
透
谷
像
（
「
浪
曼
」
昭
⑱
・
７
～
別
．
ｌ
）

平
岡
敏
夫
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
歴
史
思
想
ｌ
陸
掲
南
・
徳
富
蘇
峰
・
山
路
愛
山
・
北
村
透
谷
Ｉ
（
「
伝
統
と
現
代
」
第
肥

＊
北
川
透
く
戦

「
〈
蝶
〉
の
行
方
』

久
保
田
晴
次
神
秘
の
詩
人
北
村
透
谷
の
芭
蕉
受
容
に
つ
い
て
（
「
芭
蕉
受
容
の
研
究
」
桜
楓
社
、
昭
紛
・
９
）

平
岡
敏
夫
透
谷
へ
の
想
像
力
北
川
透
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
」
（
「
読
売
新
聞
」
昭
⑲
．
９
．
２
朝
刊
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究

沢
田
泰
紳
透
谷
と
教
会
（
「
山
梨
英
和
短
期
大
学
紀
要
」
第
８
号
、
昭
蛆
・
川
）

平
岡
敏
夫
恋
愛
解
放
の
思
想
ｌ
北
村
透
谷
・
島
崎
藤
村
・
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
（
「
国
文
学
」
昭
娚
・
川
）

山
田
博
光
北
村
透
谷
〈
近
代
作
家
と
宗
教
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
紛
・
７
）

笹
淵
友
一
独
歩
と
透
谷
（
中
島
健
蔵
編
「
国
木
田
独
歩
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
価
〉
月
報
、
筑
摩
書
房
、
昭
⑱
・
８
）

野
山
嘉
正
北
村
透
谷
の
散
文
（
「
文
学
」
昭
⑬
・
８
）

北
川
透
わ
が
著
書
を
語
る
〈
「
〈
幻
境
〉
へ
の
旅
」
〉
（
「
出
版
一
三
－
ス
」
昭
蛆
・
８
月
上
旬
号
、
昭
棚
・
８
．
１
）
↓
「
〈
蝶
〉

、
ン
バ
ル
リ
イ

平
岡
敏
夫
透
谷
そ
の
内
な
る
〈
侠
骨
〉
没
後
八
十
年
に
寄
せ
て
（
「
週
刊
読
書
人
」
昭
期
・
８
．
５
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究

第
一

屋

第
一

一

一

一

号
、
昭
紛
・
７
）

の
行
方
」

〈
戦
い
の
人
〉
の
暗
渠
／
愛
山
再
評
価
の
こ
と
な
ど
〈
透
谷
像
の
ア
ポ
リ
ア
〉
（
「
文
学
」
昭
棚
・
７
，
９
）
↓
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形
岡
瑛
北
村
透
谷
の
富
士
登
山
（
「
日
本
文
学
」
昭
蛆
・
里

佐
藤
善
也
「
一
夕
観
」
小
論
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
銘
号
、
昭
囎
・
皿
）
↓
「
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
創
造
的
営
為
」

小
池
藤
五
郎
透
谷
の
未
亡
人
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
紛
・
皿
・
６
夕
刊
）

〈
門
〉
桶
谷
秀
昭
虚
相
に
つ
い
て
ｌ
近
代
文
学
の
表
現
ｌ
含
現
代
文
学
講
座
」
８
〈
文
学
史
の
諸
問
題
〉
、
至
文
堂
、
昭
帥
．
ｌ
）

笹
淵
友
一
解
説
（
「
幸
田
露
伴
・
嵯
峨
の
屋
お
室
・
宮
崎
湖
処
子
・
北
村
透
谷
」
〈
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
全
集
１
〉
教
文

村
透
谷
原
像
と
水
脈
』

片
山
晴
夫
『
蓬
莱
曲
」
季

吉
本
隆
明
・
笠
原
芳
光
〈
対
談
〉
透
谷
の
思
想
と
文
学
（
同
右
月
報
）
↓
「
思
想
の
根
源
か
ら
』
青
土
社
、
昭
帥
・
６

福
岡
哲
司
『
楚
囚
之
詩
』
の
逆
説
性
に
つ
い
て
（
山
梨
県
立
峡
北
高
校
「
研
究
紀
要
」
第
４
号
、
昭
別
・
１
）

吉
本
隆
明
・
笠
原
芳
光
〈
対
談
〉
近
代
的
人
間
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
北
村
透
谷
の
思
想
と
文
学
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
教
団
新
報
」

昭
別
・
１
．
筋
）
↓
「
思
想
の
根
源
か
ら
」
青
士
社
、
昭
帥
・
６

江
木
文
彦
北
村
透
谷
と
髪
の
毛
（
「
小
田
原
わ
が
街
」
恥
５
、
昭
帥
・
２
）

小
沢
勝
美
透
谷
に
お
け
る
「
故
郷
」
の
意
味
ｌ
「
我
牢
獄
」
か
ら
「
三
日
幻
境
」
へ
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
昭
帥
・
２
）
↓
「
北

久
保
忠
夫
想
世
界
の
追
求
ｌ
北
村
透
谷
・
岩
野
泡
鳴
（
同
右
）

渋
沢
孝
輔
霊
魂
と
生
理
ｌ
北
村
透
谷
・
蒲
原
有
明
・
萩
原
朔
太
郎
（
同
右
）

吉
武
好
孝
北
村
透
谷
の
翻
案
作
品
（
『
近
代
文
学
の
中
の
西
欧
ｌ
近
代
文
学
翻
案
史
ｌ
」
〈
比
較
文
学
研
究
叢
書
１
〉
教
育
出
版

館
、
昭
別
・
１
）

セ
ン
タ
ー
、
昭
⑲
．
Ⅱ
）

論
道
士
鶴
翁
の
意
味
（
「
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
」
第
一
部
Ａ
、
第
妬
巻
第
２
号
、
昭
別
・
２
）
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境
忠
一
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
ｌ
杼
情
の
錯
誤
Ｉ
（
「
福
岡
大
学
人
文
論
叢
」
第
６
巻
第
４
号
、
昭
帥
・
３
）
↓
「
近
代
詩

と
反
近
代
」
葦
書
房
、
昭
帥
・
３

須
藤
松
雄
「
内
部
生
命
論
」
と
「
一
夕
観
」
ｌ
透
谷
小
論
Ｉ
（
「
荘
」
第
７
号
、
昭
帥
・
３
）

中
村
文
昭
標
的
者
と
そ
の
影
ｌ
北
村
透
谷
論
（
「
標
的
者
と
そ
の
影
」
国
文
社
、
昭
帥
・
３
）

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
ｌ
「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
」
の
方
法
化
の
一
つ
の
実
践
Ｉ
（
笹
淵
友
一
編
「
キ
リ
ス
ト

教
と
文
学
」
第
１
集
、
笠
間
書
院
、
昭
別
・
４
）

中
山
和
子
透
谷
に
お
け
る
「
心
」
の
問
題
（
同
右
）
／
小
田
桐
弘
子
北
村
透
谷
と
平
和
運
動
（
同
右
）

芹
沢
俊
介
思
想
の
固
有
性
と
自
然
ｌ
北
村
透
谷
を
め
ぐ
っ
て
（
「
駿
台
論
潮
」
第
乃
号
、
昭
帥
・
４
）

橋
詰
静
子
水
に
潜
む
も
の
ｌ
蝶
と
乞
食
と
蟹
と
〈
透
谷
詩
考
〉
Ｉ
（
「
お
く
り
す
ぐ
」
第
３
号
、
昭
別
・
４
）
↓
『
透
谷
詩
考
」

佐
藤
善
也
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
近
代
文
学
（
紅
野
敏
郎
ほ
か
編
「
現
代
文
学
講
座
」
１
〈
明
治
の
文
学
Ｉ
〉
、
至
文
堂
、
昭

別
・
２
）
↓
「
透
谷
、
操
山
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
」

辻
本
雄
一
「
青
山
評
論
」
記
者
三
浦
泰
一
郎
論
ｌ
北
村
透
谷
と
の
接
点
を
辿
っ
て
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
開
集
、
昭
帥
・
２
）

橋
詰
静
子
地
を
這
う
も
の
ｌ
「
地
龍
子
」
か
ら
「
み
、
ず
の
う
た
」
へ
〈
北
村
透
谷
詩
考
〉
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
開
集
、

昭
帥
・
２
）
↓
「
透
谷
詩
考
」

岡
崎
公
良
北
村
透
谷
二
近
代
・
現
代
日
本
文
学
論
の
哲
学
」
新
樹
社
、
昭
帥
・
３
）

笠
原
芳
光
透
谷
の
魅
力
（
「
木
野
評
論
」
第
６
号
、
昭
別
・
３
）

北
川
透
透
谷
か
ら
藤
村
へ
ｌ
そ
の
原
型
的
屈
折
に
つ
い
て
Ｉ
（
紅
野
敏
郎
ほ
か
編
「
現
代
文
学
講
座
」
２
〈
明
治
の
文
学
Ⅱ
〉
、

至
文
堂
、

境
忠
一

昭
別
・
３
）
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

＊
吉
増
剛
造
北
村
透
谷
〈
北
村
透
谷
ノ
ー
ト
〉
（
「
短
歌
」
昭
帥
・
４
～
胆
、
別
・
３
～
５
）
↓
『
透
谷
ノ
ー
ト
』
昭
別
・
７
か

ら
〈
北
村
透
谷
ノ
ー
ト
〉
は
〈
透
谷
ノ
ー
ト
〉
と
改
題

＊
井
上
輝
夫
北
村
透
谷
の
墓
に
詩
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
〈
手
帖
時
評
〉
（
「
現
代
詩
手
帖
」
昭
別
・
５
，
７
）

小
山
宙
丸
北
村
透
谷
の
宗
教
観
（
比
較
思
想
史
研
究
会
編
著
「
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
」
大
蔵
出
版
、
昭
別
・
５
）

吉
増
剛
造
透
谷
の
な
か
の
大
岩
壁
（
「
北
村
透
谷
詩
集
』
〈
現
代
詩
文
庫
〉
解
説
、
思
潮
社
、
昭
帥
・
５
）

後
藤
順
一
郎
透
谷
か
ら
啄
木
へ
（
「
新
胎
」
恥
５
、
昭
別
・
６
）

野
崎
守
英
日
本
人
の
自
我
意
識
素
描
ｌ
仁
斎
・
象
山
・
透
谷
・
漱
石
・
幾
太
郎
（
「
実
存
主
義
」
川
面
、
昭
帥
・
６
）
↓
『
宣

長
と
小
林
秀
雄
」
名
著
刊
行
会
、
昭
師
．
Ⅱ

光
山
樹
太
郎
蝶
の
ゆ
く
え
文
学
散
歩
北
村
透
谷
〈
小
田
原
の
散
歩
道
９
〉
（
「
小
田
原
わ
が
街
」
恥
９
、
昭
帥
・
６
）

〔
ク
ー
ラ
ー
〕
透
谷
ブ
ー
ム
〈
大
波
小
波
〉
（
「
東
京
新
聞
」
昭
帥
・
６
．
ｕ
夕
刊
）

桶
谷
秀
昭
一
つ
の
時
代
を
生
き
た
心
の
経
験
ｌ
北
村
透
谷
の
こ
と
、
村
上
一
郎
の
こ
と
Ｉ
（
「
日
本
及
日
本
人
」
昭
別
年
盛
夏

号
、
昭
別
・
７
）
↓
「
永
遠
と
亡
び
ゆ
く
も
の
」
北
洋
社
、
昭
別
・
岨

佐
藤
善
也
北
村
ミ
ナ
宛
書
簡
草
稿
の
こ
と
（
「
日
本
近
代
文
学
館
」
第
恥
号
、
昭
帥
・
７
）

槇
林
滉
二
北
村
透
谷
に
お
け
る
文
体
の
意
味
（
「
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
」
第
路
集
、
昭
別
・
７
）

真
木
能
之
精
神
の
原
野
ｌ
北
村
透
谷
論
Ｉ
（
「
地
下
水
」
創
刊
号
、
昭
別
・
７
）

〔
久
〕
透
谷
の
願
望
と
そ
し
て
崩
壊
（
「
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」
第
川
号
、
昭
和
・
７
．
Ⅲ
）

竹
田
日
出
夫
北
村
透
谷
と
「
幻
化
」
（
「
国
語
国
文
学
論
究
」
第
７
号
、
昭
帥
・
９
）

Ｉ
「
武
相
困
民
党
」
に
新
史
料
透
谷
の
思
想
解
明
に
糸
口
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
帥
・
９
．
別
朝
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉
東
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片
岡
文
雄
人
と
作
品
（
片
岡
文
雄
編
「
明
治
・
大
正
の
詩
」
〈
日
本
の
詩
〉
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
帥
・
岨
）
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
「
ほ

た
る
」
「
眠
れ
る
蝶
」
「
露
の
い
の
ち
」
を
収
録

北
川
透
最
も
圧
力
の
か
か
る
場
所
ｌ
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
透
谷
の
意
味
Ｉ
（
「
史
論
」
第
２
号
、
昭
別
・
岨
）

桶
谷
秀
昭
透
谷
と
漱
石
（
同
右
）

＊
工
藤
の
ぼ
る
北
村
透
谷
試
論
（
「
斑
」
創
刊
～
８
号
、
昭
別
・
岨
、
別
・
６
、
駆
・
２
，
８
、
弱
・
２
、
Ⅱ
、
別
・
５
、
Ⅱ
）

沼
謙
吉
「
武
相
困
民
党
」
に
新
史
料
発
見
ｌ
北
村
透
谷
と
農
民
騒
擾
事
件
ｌ
〈
今
月
の
話
題
〉
（
「
歴
史
と
人
物
」
昭
帥
・
里

↓
「
幻
境
」
〈
幻
境
碑
建
立
記
念
誌
〉
秋
山
国
三
郎
顕
彰
会
、
昭
弱
・
５

平
岡
敏
夫
透
谷
と
「
小
学
化
学
書
」
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
帥
・
皿
・
１
夕
刊
）

北
川
透
透
へ

部
生
命
の
砦
』

槇
林
滉
二
北
些

小
田
切
進
透
《

逸
材
〉
、
暁
教

平
岡
敏
夫
。

第
三
」

市
村
↓
別
糸

京
版

哩勲

北
村
透
谷
に
お
け
る
発
想
法
の
一
景
（
「
近
代
文
学
試
論
」
第
Ⅲ
号
、
昭
帥
・
岨
）

透
谷
・
樗
牛
・
啄
木
天
逝
し
た
天
才
作
家
た
ち
（
橋
川
文
三
編
集
指
導
「
人
物
探
訪
日
本
の
歴
史
」
肥
〈
明
治
の

暁
教
育
図
書
、
昭
帥
．
Ⅱ
）

「
蓬
莱
曲
」
の
柳
田
素
雄
（
「
国
文
学
」
昭
帥
．
Ⅱ
、
臨
時
増
刊
〈
日
本
の
旅
ぴ
と
川
人
〉
）
↓
『
北
村
透
谷
研
究

透
谷
の
病
理
ｌ
勝
本
清
一
郎
・
吉
本
隆
明
の
所
説
を
手
が
か
り
に
し
て
（
「
磁
場
」
第
６
号
、
昭
別
・
川
）
↓
「
内

北
村
透
谷
の
聖
書
観
ｌ
「
蓬
莱
曲
」
の
聖
書
表
現
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
三
育
学
院
短
期
大
学
紀
要
」
第
４
号
、
昭
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

・
小
田
切
秀
雄
参
考
文
献
二
北
村
透
谷
集
』
〈
明
治
文
学
全
集
別
〉
筑
摩
書
房
、
昭
別
・
蛆
）

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
ほ
か
「
国
語
国
文
学
論
文
総
目
録
』
（
至
文
堂
）
、
「
国
語
国
文
学
研
究
文
献
目
録
」

『
日
本
文
学
研
究
文
献
要
覧
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
）
な
ど
の
二
次
資
料
を
参
考
に
し
た
。

付
記

主
な
先
行
参
考
文
献
目
録
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
山
田
博
光
〔
ほ
か
〕
北
村
透
谷
研
究
文
献
目
録
（
「
文
学
」
昭
剖
・
２
）

・
内
藤
洋
子
・
倉
田
久
子
北
村
透
谷
資
料
年
表
会
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
２
巻
、
光
葉
会
、
昭
別
・
４
）
昭
“
・
３
に
昭
和

女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
か
ら
増
訂
版

・
関
良
一
北
村
透
谷
研
究
文
献
書
誌
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
別
号
、
昭
羽
・
６
）

・
平
岡
敏
夫
透
谷
研
究
主
要
文
献
目
録
会
北
村
透
谷
研
究
』
有
精
堂
出
版
、
昭
岨
・
６
）

・
平
岡
敏
夫
透
谷
研
究
文
献
目
録
（
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
「
北
村
透
谷
研
究
第
三
」
有
精
堂
出
版
、
昭
輔
．
７
，
Ｗ
・
１
）

・
佐
藤
善
也
北
村
透
谷
参
考
文
献
（
「
北
村
透
谷
・
徳
冨
蘆
花
集
』
〈
日
本
近
代
文
学
大
系
９
〉
角
川
書
店
、
昭
卿
・
８
）

・
鈴
木
一
正
最
近
に
お
け
る
透
谷
研
究
文
献
目
録
（
「
風
宴
」
第
Ｂ
、
略
号
、
昭
囎
・
３
、
帥
・
３
。
「
水
脈
」
創
刊
号
、
昭
別
．

付

8
…

（
至
文
堂
）
、

３
に
昭
和
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